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１ 本報告書の位置づけ

本報告書は、沖縄県振興審議会に諮問された沖縄２１世紀ビジョン基本計画

（沖縄振興計画）等総点検報告書（素案）について、環境部会における調査審

議結果をとりまとめたものである。

２ 環境部会の概要

⑴ 環境部会の所掌事務について

、 「 、沖縄県振興審議会に設置されている部会のうち 環境部会は 公害防止

廃棄物対策、環境保全、自然景観の保全等に関すること」を所掌すること

とされている（沖縄県振興審議会運営要綱第２条 。）

⑵ 環境部会の調査審議箇所について

（ ） （ ）沖縄２１世紀ビジョン基本計画 沖縄振興計画 等総点検報告書 素案

のうち、環境部会における調査審議箇所については、次のとおりである。

なお、他の部会と一部重複する箇所がある。

○第２章 沖縄振興の現状と課題

２ これまでの沖縄振興の分野別検証

⑴ 沖縄らしい優しい社会の構築

ア 環境保全

(ｱ) 自然環境の保全・再生・適正利用

ａ 豊かな自然の保全

(ｲ) 循環型社会の構築

ａ 廃棄物の抑制

オ 離島振興（定住条件整備）

(ｱ) 離島における定住条件の整備

ａ 離島人口の確保

ク 特殊事情（米軍基地問題、戦後処理問題）

(ｱ) 米軍基地から派生する諸問題及び戦後処理問題への対応

ａ 米軍基地から派生する諸問題への対応

○第３章 基本施策の推進による成果と課題及びその対策

１ 沖縄らしい自然と歴史、伝統、文化を大切にする島を目指して

⑴ 自然環境の保全・再生・適正利用

ア 生物多様性の保全

イ 陸域・水辺環境の保全

ウ 自然環境の再生
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エ 自然環境の適正利用

オ 県民参画と環境教育の推進

⑵ 持続可能な循環型社会の構築

ア ３Ｒの推進

イ 適正処理の推進

⑶ 低炭素島しょ社会の実現

ア 地球温暖化防止対策の推進

イ クリーンエネルギーの推進

ウ 低炭素都市づくりの推進

⑹ 価値創造のまちづくり

イ 花と緑あふれる県土の形成

オ 保健衛生の推進（動物愛護）

２ 心豊かで、安全・安心に暮らせる島を目指して

⑸ 米軍基地から派生する諸問題及び戦後処理問題の解決

ア 米軍基地から派生する諸問題への対応

３ 希望と活力あふれる豊かな島を目指して

⑵ 世界水準の観光リゾート地の形成

エ 観光客の受入体制の整備

⑾ 離島における定住条件の整備

イ 生活環境基盤の整備及び教育・医療・福祉における住民サー

ビスの向上

○第４章 克服すべき沖縄の固有課題

１ 基地問題の解決と駐留軍用地跡地利用

⑴ 米軍基地から派生する諸問題への対応

２ 離島の条件不利性克服と国益貢献

⑵ 生活環境基盤の整備及び今教育・医療・福祉における住民サー

ビスの向上

○第５章 圏域別展開

１ 北部圏域

導入部

⑴ 主な取組による成果等

ア 環境共生型社会の構築

ウ 生活圏の充実

(ｲ) 生活環境基盤等の整備

⑵ 今後の主な課題

２ 中部圏域

導入部

⑴ 主な取組による成果等
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ア 環境共生型社会の構築

イ 圏域の特色を生かした産業の振興

(ｱ) 観光リゾート産業の振興

⑵ 今後の主な課題

３ 南部圏域

導入部

⑴ 主な取組による成果等

ア 個性豊かで魅力あふれる基幹都市圏の形成

(ｳ) 環境共生型社会の構築

イ 圏域の特色を生かした産業の振興

(ｱ) 観光リゾート産業の振興

⑵ 今後の主な課題

４ 宮古圏域

導入部

⑴ 主な取組による成果等

ア 拠点都市機能の充実

エ 生活圏の充実

(ｱ) 生活環境基盤の整備

⑵ 今後の主な課題

５ 八重山圏域

導入部

⑴ 主な取組による成果等

ア 拠点都市機能の充実

ウ 生活圏の充実

(ｱ) 生活環境基盤等の整備

エ 環境共生型社会の構築

⑵ 今後の主な課題

⑶ 環境部会の構成について

環境部会の構成は次のとおりである。

◎宮城 邦治 沖縄国際大学名誉教授

○竹村 明洋 琉球大学理学部教授

吉永 安俊 琉球大学名誉教授

高平 兼司 沖縄県地球温暖化防止活動推進センター事務局長

赤嶺 太介 一般社団法人沖縄県産業資源循環協会 会長

大島 順子 琉球大学国際地域創造学部准教授

中村 崇 琉球大学理学部准教授

平良 喜一 公益社団法人沖縄県緑化推進委員会 理事長

羽田 麻美 琉球大学国際地域創造学部准教授
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山川 彩子 沖縄国際大学経済学部准教授

藤田 喜久 沖縄県立芸術大学全学教育センター准教授

※◎は部会長、〇は副部会長を示す。

⑷ 環境部会の開催実績について

環境部会の開催実績は次のとおりである。

〇第１回環境部会

日時：令和元年７月25日（木）10:00～12:00

場所：沖縄県議会棟４階執行部職員控室

議題：

１ 沖縄２１世紀ビジョン総点検の進め方について

２ 調査審議

⑴ 花と緑あふれる県土の形成

⑵ 低炭素島しょ社会の実現

〇第２回環境部会

日時：令和元年８月20日（火）10:00～12:00

場所：沖縄県議会棟４階執行部職員控室

議題：

１ 第２回環境部会の審議内容について

２ 調査審議

⑴ ご意見への対応方針案について

⑵ 検討テーマに係る審議

ア 生物多様性の保全

イ 自然環境の適正利用

〇第３回環境部会

日時：令和元年９月13日（金）10:00～12:00

場所：沖縄県議会棟４階執行部職員控室

議題：

１ 第３回環境部会の審議内容について

２ 調査審議

⑴ ご意見への対応方針案について

⑵ 検討テーマに係る審議

（ 、 ）持続可能な循環型社会の構築 廃棄物対策 海岸漂着物対策等

〇第４回環境部会

日時：令和元年10月11日（金）13:00～15:00
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場所：ホテルチュラ琉球７階ホール

議題：

１ 第４回環境部会の審議内容について

２ 調査審議

⑴ ご意見への対応方針案について

⑵ 検討テーマに係る審議

ア 基地環境問題

イ 陸域･水辺環境の保全

〇第５回環境部会

日時：令和元年11月14日（木）14:00～17:00

場所：沖縄県議会棟４階執行部職員控室

議題：

１ 第５回環境部会の審議内容（審議結果のとりまとめ）について

２ 調査審議

⑴ ご意見への対応方針案（最終）について

⑵ 重要性を増した課題及び新たに生じた課題について

３ 環境部会における調査審議結果

（ ） （ ）⑴ 沖縄２１世紀ビジョン基本計画 沖縄振興計画 等総点検報告書 素案

に対する修正意見について

（ ） （ ）沖縄２１世紀ビジョン基本計画 沖縄振興計画 等総点検報告書 素案

に対する修正意見については、別紙１－１～１－４（沖縄２１世紀ビジョ

ン基本計画（沖縄振興計画）等総点検報告書（素案）に対する修正意見審

議結果一覧（環境部会 ）のとおりである。）

⑵ 重要性を増した課題及び新たに生じた課題について

環境部会における調査審議の過程において、重要性を増した課題及び新

たに生じた課題として特定すべき事項について、別紙２（重要性を増した

課題及び新たに生じた課題の一覧（環境部会 ）のとおりとりまとめた。）

⑶ 自由意見について

環境部会における調査審議の過程において、⑴及び⑵以外の意見につい

て、別紙３（自由意見の一覧（環境部会 ）のとおりとりまとめた。）

-6-



別
紙
１

整
理

番
号

章
頁

行
報

 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

1
―

―
―

※
図

表
、

本
文

の
デ

ー
タ

に
つ

い
て

最
新

値
に

更
新

す
る

。
※

成
果

指
標

の
数

値
に

つ
い

て
は

、
沖

縄
県

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

実
施

報
告

書
（
対

象
年

度
：

平
成

3
0
年

度
）
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
と

す
る

。
　

そ
の

他
の

本
文

等
の

成
果

指
標

以
外

の
数

値
に

つ
い

て
も

、
原

則
と

し
て

同
報

告
書

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

数
値

と
す

る
が

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
最

新
値

を
使

用
す

る
こ

と
も

可
と

す
る

。

図
表

や
本

文
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

値
に

つ
い

て
、

古
い

デ
ー

タ
が

あ
る

た
め

、
可

能
で

あ
れ

ば
最

新
値

に
更

新
し

て
は

ど
う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
―

―
―

※
成

果
指

標
の

掲
載

に
つ

い
て

＜
成

果
指

標
の

状
況

＞
欄

に
す

べ
て

の
成

果
指

標
（
再

掲
含

む
）
を

掲
載

す
る

。
第

３
章

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

＜
主

な
成

果
指

標
＞

に
つ

い
て

、
主

な
も

の
だ

け
な

く
、

全
成

果
指

標
（
再

掲
含

む
）
を

掲
載

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

3
―

―
―

※
成

果
指

標
の

達
成

状
況

の
表

現
に

つ
い

て
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。
計

画
策

定
時

か
ら

少
し

で
も

数
値

が
伸

び
て

い
れ

ば
「
前

進
し

て
い

る
」
と

の
表

現
に

な
っ

て
い

る
が

、
違

和
感

が
あ

る
。

「
検

証
シ

ー
ト

」
で

使
用

し
て

い
る

判
定

基
準

を
用

い
て

、
「
達

成
」
「
達

成
見

込
」
「
進

展
」
「
進

展
遅

れ
」
の

表
現

に
統

一
し

て
は

ど
う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

※
修

正
箇

所
が

多
数

あ
る

た
め

、
項

目
を

分
け

て
記

載
す

る
。

沖
縄

２
１

世
紀

ビ
ジ

ョ
ン

基
本

計
画

（
沖

縄
振

興
計

画
）

等
総

点
検

報
告

書
（

素
案

）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧
（

環
境

部
会
）

-7-



別
紙
１

整
理

番
号

章
頁

行
報

 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

4
―

―
―

※
環

境
施

策
の

財
源

確
保

に
つ

い
て

環
境

維
持

税
な

ど
の

よ
う
な

も
の

を
作

り
、

沖
縄

へ
直

接
入

る
お

金
の

仕
組

み
づ

く
り

が
で

き
な

い
か

。

―
【
原

文
の

と
お

り
】

指
摘

の
あ

っ
た

し
く
み

に
つ

い
て

、
県

で
は

、
持

続
可

能
な

観
光

地
の

形
成

な
ど

を
目

指
す

宿
泊

税
（
観

光
目

的
税

）
の

令
和

３
年

度
ま

で
の

導
入

に
向

け
て

調
整

を
進

め
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。
宿

泊
税

の
税

収
に

つ
い

て
は

、
観

光
に

よ
る

県
民

生
活

や
自

然
環

境
等

へ
の

負
荷

の
低

減
等

の
取

組
に

も
充

当
す

る
予

定
と

し
て

い
る

た
め

、
原

文
の

ま
ま

と
す

る
。

5
2

3
1

1
2

サ
ン

ゴ
礁

の
保

全
・
再

生
を

図
る

た
め

サ
ン

ゴ
礁

生
態

系
の

保
全

・
再

生
を

図
る

た
め

一
般

的
に

サ
ン

ゴ
礁

の
保

全
と

い
う
言

葉
が

通
用

す
る

が
、

サ
ン

ゴ
礁

と
は

専
門

的
に

は
地

形
を

指
す

言
葉

で
あ

る
た

め
、

生
物

プ
ラ

ス
環

境
の

両
方

の
保

全
を

行
う
と

い
う
位

置
付

け
と

わ
か

る
記

載
と

し
て

「
サ

ン
ゴ

礁
生

態
系

」
の

記
載

に
修

正
し

て
は

ど
う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
委

員
意

見
の

と
お

り
修

正
す

る
。

6
2

3
8

1
8

こ
の

よ
う
な

取
組

の
結

果
、

・
・
改

善
さ

れ
て

い
る

こ
の

よ
う
な

取
組

の
結

果
、

赤
土

等
の

年
間

流
出

量
に

つ
い

て
は

、
条

例
制

定
前

の
平

成
５

年
度

に
比

べ
て

平
成

1
3
年

度
は

約
７

割
、

平
成

2
3
年

度
に

は
約

６
割

、
平

成
2
8
年

度
に

は
約

５
割

ま
で

削
減

さ
れ

て
い

る
。

赤
土

等
の

年
間

流
出

量
は

改
善

さ
れ

る
と

い
う
よ

り
は

「
低

減
」
と

か
「
削

減
」
と

い
っ

た
表

現
に

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙
１

整
理

番
号

章
頁

行
報

 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

7
2

3
9

5
マ

ン
グ

ー
ス

等
の

人
為

的
に

持
ち

込
ま

れ
た

外
来

種
は

、
在

来
種

の
生

存
を

脅
か

す
な

ど
課

題
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
外

来
種

対
策

に
継

続
し

て
取

り
組

む
と

と
も

に
、

効
果

的
な

駆
除

方
法

に
つ

い
て

も
確

立
す

る
必

要
が

あ
る

。

マ
ン

グ
ー

ス
等

の
外

来
種

（
国

外
及

び
国

内
由

来
）
は

、
在

来
種

の
生

存
を

脅
か

す
な

ど
課

題
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
外

来
種

対
策

に
継

続
し

て
取

り
組

む
と

と
も

に
、

効
果

的
な

駆
除

方
法

に
つ

い
て

も
確

立
す

る
必

要
が

あ
る

。

マ
ン

グ
ー

ス
等

の
外

来
種

と
あ

る
が

、
植

物
の

場
合

、
国

内
移

入
種

と
い

う
も

の
が

今
大

変
脅

威
な

状
態

に
な

っ
て

い
る

。
沖

縄
、

琉
球

諸
島

は
北

限
の

も
の

、
南

限
の

も
の

が
両

方
混

在
し

て
い

る
が

、
特

に
植

物
の

場
合

そ
の

影
響

が
気

候
の

影
響

も
含

め
て

強
く
出

て
い

る
こ

と
か

ら
、

国
内

移
入

種
の

問
題

に
つ

い
て

も
ぜ

ひ
触

れ
て

ほ
し

い
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

8
2

3
9

2
4

家
庭

等
か

ら
排

出
さ

れ
る

一
般

廃
棄

物
量

は
、

統
計

を
取

り
始

め
た

昭
和

4
4
年

度
か

ら
5
0
年

代
に

か
け

て
は

3
0
万

ト
ン

台
で

推
移

し
て

い
た

が
、

社
会

経
済

活
動

の
進

展
及

び
県

民
生

活
の

向
上

な
ど

に
伴

い
、

昭
和

6
0
年

代
頃

か
ら

増
加

傾
向

が
顕

著
に

な
り

、
昭

和
6
3
年

度
に

4
0
.8

万
ト

ン
、

平
成

６
年

度
に

4
9
.5

万
ト

ン
、

平
成

1
1
年

度
に

は
5
1
.3

万
ト

ン
と

ピ
ー

ク
に

達
し

た
。

―
　

廃
棄

物
量

の
増

加
は

、
県

民
の

人
口

増
加

、
生

活
向

上
だ

け
で

な
く
、

2
0
1
0年

以
降

は
急

激
な

観
光

客
の

増
加

（
国

内
、

国
外

）
に

よ
る

も
の

が
大

き
い

た
め

、
観

光
客

の
増

加
に

関
す

る
文

章
、

グ
ラ

フ
な

ど
を

入
れ

て
は

ど
う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
N

o
6
3
及

び
7
6
の

審
議

結
果

と
同

じ

9
2

3
9

2
8

　
そ

の
後

減
少

に
転

じ
た

が
、

平
成

2
1
年

度
以

降
再

び
緩

や
か

に
増

加
傾

向
と

な
り

、
平

成
2
8
年

度
の

一
般

廃
棄

物
の

総
排

出
量

は
約

4
5
.6

万
ト

ン
と

な
っ

て
い

る
。

　
そ

の
後

減
少

に
転

じ
た

が
、

平
成

2
1
年

度
以

降
再

び
緩

や
か

に
増

加
傾

向
と

な
り

、
平

成
2
9
年

度
の

一
般

廃
棄

物
の

総
排

出
量

は
約

4
6
.5

万
ト

ン
と

な
っ

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

②
全

て
の

成
果

指
標

を
記

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
0

2
3
9

3
5

平
成

２
年

度
の

2
.0

％
か

ら
平

成
2
8

年
度

に
は

1
4
.6

％
と

1
2
.6

ポ
イ

ン
ト

改
善

さ
れ

て
い

る
。

平
成

２
年

度
の

2
.0

％
か

ら
平

成
2
9
年

度
に

は
1
5
.3

％
と

1
3
.3

ポ
イ

ン
ト

改
善

さ
れ

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

②
全

て
の

成
果

指
標

を
記

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙
１

整
理

番
号

章
頁

行
報

 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

1
1

2
4
0

2
　

平
成

2
8
年

度
、

沖
縄

の
リ
サ

イ
ク

ル
率

1
4
.6

％
に

対
し

全
国

2
0
.3

％
と

5
.7

ポ
イ

ン
ト

下
回

っ
て

い
る

。

　
平

成
2
9
年

度
、

沖
縄

の
リ
サ

イ
ク

ル
率

1
5
.3

％
に

対
し

全
国

2
0
.2

％
と

4
.9

ポ
イ

ン
ト

下
回

っ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
2

2
4
0

図
表

2
-
2-

1
-
1-

1
0

一
般

廃
棄

物
の

年
間

総
排

出
量

及
び

リ
サ

イ
ク

ル
率

一
般

廃
棄

物
の

年
間

総
排

出
量

及
び

リ
サ

イ
ク

ル
率

H
2
9
年

度
値

の
追

加
年

間
排

出
量

（
沖

縄
）
4
6.

5
万

ト
ン

リ
サ

イ
ク

ル
率

（
沖

縄
）
1
5.

3
％

リ
サ

イ
ク

ル
率

（
全

国
）
2
0.

2
％

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
3

2
4
0

1
9

　
そ

の
後

年
々

減
少

し
つ

づ
け

、
平

成
1
8
年

度
に

は
1
9
3.

7
万

ト
ン

、
平

成
2
7
年

度
に

は
1
7
3.

7
万

ト
ン

と
な

っ
た

。

　
そ

の
後

年
々

減
少

し
つ

づ
け

、
平

成
1
8

年
度

に
は

1
9
3.

7
万

ト
ン

、
平

成
2
9
年

度
に

は
1
7
9.

4
万

ト
ン

と
な

っ
た

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
4

2
4
1

―
※

廃
棄

物
の

抑
制

に
お

け
る

課
題

に
つ

い
て

―
課

題
の

と
こ

ろ
で

、
観

光
客

の
増

加
に

伴
い

、
観

光
関

連
施

設
で

の
廃

棄
物

の
減

量
や

、
リ
サ

イ
ク

ル
を

ど
の

よ
う
に

進
め

る
か

記
載

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
N

o
6
3
及

び
7
6
の

審
議

結
果

と
同

じ

1
5

2
9
4

1
2

県
で

は
高

率
補

助
制

度
を

活
用

し
て

、
離

島
市

町
村

の
一

般
廃

棄
物

処
理

施
設

の
整

備
を

進
め

て
き

た
。

県
は

、
国

の
高

率
補

助
制

度
を

活
用

し
た

離
島

市
町

村
の

一
般

廃
棄

物
処

理
施

設
整

備
を

促
進

し
て

き
た

。

焼
却

施
設

、
最

終
処

分
場

の
今

後
の

計
画

に
つ

い
て

記
載

し
て

は
ど

う
か

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙
１

整
理

番
号

章
頁

行
報

 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

1
6

2
9
4

1
6

平
成

3
0
年

３
月

に
は

、
焼

却
施

設
が

1
6
施

設
、

最
終

処
分

場
が

1
3
施

設
整

備
さ

れ
、

平
成

3
1
年

３
月

に
は

、
焼

却
施

設
が

1
8
施

設
、

最
終

処
分

場
が

1
3
施

設
整

備
さ

れ
、

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
7

2
9
4

1
9

使
用

済
み

自
動

車
６

万
3
,1

5
5台

（
平

成
1
7
年

度
～

2
8
年

度
）
、

廃
家

電
４

万
5
,3

3
1台

（
平

成
2
1
年

度
～

2
9
年

度
）
の

適
正

処
理

が
実

施
で

き
た

。

使
用

済
み

自
動

車
７

万
7
,4

9
3台

（
平

成
1
7
年

度
～

3
0
年

度
）
、

廃
家

電
５

万
3
,2

4
9台

（
平

成
2
1
年

度
～

3
0
年

度
）
の

適
正

処
理

が
実

施
で

き
た

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
8

2
9
4

2
1

平
成

2
3
年

度
か

ら
平

成
2
9
年

度
ま

で
に

約
4
,0

0
0ト

ン
の

海
岸

漂
着

物
を

回
収

、

平
成

2
3
年

度
か

ら
平

成
3
0
年

度
ま

で
に

約
4
,5

0
0ト

ン
の

海
岸

漂
着

物
を

回
収

、
【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
9

2
9
5

図
表

2
-
2-

1
-
5-

1
1

ご
み

処
理

施
設

整
備

状
況

（
平

成
3
0
年

３
月

現
在

）
【
図

表
「
ご

み
処

理
施

設
整

備
状

況
（
平

成
3
1
年

３
月

現
在

）
」
】

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
0

2
9
9

5
・
・
・補

助
制

度
を

維
持

、
拡

充
し

た
上

で
、

引
き

続
き

回
収

、
処

理
を

行
う
必

要
が

あ
る

。

―
素

案
文

中
の

「
拡

充
」
の

表
現

に
つ

い
て

、
「
県

単
独

の
補

助
率

の
嵩

上
げ

等
」
を

追
記

し
て

明
確

化
し

て
は

ど
う

か
。

【
原

文
の

と
お

り
】

現
行

の
海

岸
漂

着
物

回
収

処
理

に
関

す
る

市
町

村
へ

の
補

助
制

度
の

補
助

率
は

９
割

で
、

市
町

村
負

担
分

１
割

の
う
ち

8
0
％

が
特

別
地

方
交

付
税

措
置

の
対

象
の

た
め

、
実

質
負

担
割

合
は

２
％

と
な

っ
て

い
る

状
況

を
踏

ま
え

、
原

文
の

ま
ま

と
す

る
。
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別
紙
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整
理

番
号

章
頁

行
報

 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

2
1

2
1
1
6

1
3

こ
の

よ
う
な

取
組

な
ど

に
よ

り
、

水
質

汚
濁

の
環

境
基

準
は

改
善

し
て

い
る

。

こ
の

よ
う
な

取
組

な
ど

に
よ

り
、

水
質

汚
濁

の
状

況
は

改
善

し
て

い
る

。
環

境
基

準
は

、
基

準
値

で
あ

り
、

取
り

組
み

等
に

よ
っ

て
変

化
し

な
い

指
標

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

別
の

表
現

に
修

正
し

て
は

ど
う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
2

3
3
2
8

3
自

然
環

境
の

保
全

や
生

物
資

源
活

用
等

の
研

究
等

を
展

開
す

る
拠

点
と

な
る

自
然

環
境

の
保

全
や

生
物

資
源

活
用

等
の

研
究

、
教

育
、

啓
発

等
を

展
開

す
る

拠
点

と
な

る

国
立

自
然

史
博

物
館

に
つ

い
て

、
「
自

然
環

境
の

保
全

や
生

物
資

源
活

用
等

の
研

究
等

を
展

開
す

る
拠

点
と

な
る

」
と

位
置

付
け

ら
れ

て
い

る
が

、
文

脈
的

に
は

教
育

と
か

啓
発

的
な

と
こ

ろ
の

役
割

も
大

き
く
担

う
も

の
と

考
え

ら
れ

る
た

め
、

教
育

や
啓

発
の

役
割

に
つ

い
て

も
記

載
し

て
は

ど
う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
3

3
3
2
8

4
サ

ン
ゴ

礁
の

保
全

等
に

取
り

組
む

と
と

も
に

サ
ン

ゴ
礁

生
態

系
の

保
全

等
に

取
り

組
む

と
と

も
に

N
o
5
に

付
随

し
て

修
正

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
4

3
3
2
8

2
1

サ
ン

ゴ
礁

の
保

全
等

に
取

り
組

ん
だ

。
サ

ン
ゴ

礁
生

態
系

の
保

全
等

に
取

り
組

ん
だ

。
N

o
5
に

付
随

し
て

修
正

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

2
5

3
3
2
8

3
7

外
来

種
対

策
の

推
進

に
つ

い
て

は
、

マ
ン

グ
ー

ス
等

外
来

種
防

除
及

び
新

た
な

外
来

種
の

侵
入

防
止

の
た

め
、

や
ん

ば
る

地
域

で
の

マ
ン

グ
ー

ス
の

捕
獲

や
･･

･を
実

施
し

た
。

　
外

来
種

対
策

の
推

進
に

つ
い

て
は

、
マ

ン
グ

ー
ス

等
外

来
種

防
除

及
び

新
た

な
外

来
種

の
侵

入
防

止
の

た
め

、
や

ん
ば

る
地

域
で

の
マ

ン
グ

ー
ス

、
ノ

イ
ヌ

・
ノ

ネ
コ

の
捕

獲
や

･･
･を

実
施

し
た

。

ヤ
ン

バ
ル

ク
イ

ナ
の

推
定

生
息

範
囲

な
ど

に
つ

い
て

、
マ

ン
グ

ー
ス

対
策

等
の

推
進

に
よ

り
、

成
果

を
あ

げ
て

い
る

こ
と

が
書

か
れ

て
い

る
が

、
現

在
は

マ
ン

グ
ー

ス
に

替
わ

っ
て

、
ノ

ネ
コ

・
ノ

イ
ヌ

が
増

加
し

て
い

る
こ

と
が

問
題

化
し

て
い

る
。

人
間

活
動

の
結

果
、

人
為

的
に

持
ち

込
ま

れ
た

生
き

物
も

ヤ
ン

バ
ル

ク
イ

ナ
な

ど
の

希
少

種
の

脅
威

に
な

っ
て

い
る

こ
と

を
課

題
と

し
て

記
載

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
6

3
3
2
8

4
0

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

を
行

っ
た

も
の

の
、

環
境

の
悪

化
も

含
め

た
様

々
な

要
因

に
よ

り
、

沖
縄

の
絶

滅
種

数
は

、
２

種
増

加
し

、
基

準
値

を
上

回
っ

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

を
行

っ
た

も
の

の
、

生
息

環
境

の
悪

化
も

含
め

た
様

々
な

要
因

に
よ

り
、

絶
滅

種
が

４
種

増
加

し
、

生
存

が
確

認
さ

れ
た

２
種

が
外

れ
、

沖
縄

の
絶

滅
種

数
は

2
1
種

と
な

っ
た

。
基

準
値

に
比

べ
２

種
増

加
し

た
も

の
の

、
目

標
値

は
達

成
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
7

3
3
2
9

1
ま

た
、

沖
縄

島
北

部
地

域
に

お
け

る
ヤ

ン
バ

ル
ク

イ
ナ

の
推

定
生

息
範

囲
は

、
一

括
交

付
金

（
ソ

フ
ト

）
を

活
用

し
た

北
部

地
域

に
お

け
る

マ
ン

グ
ー

ス
対

策
等

の
推

進
に

よ
り

、
希

少
種

生
息

環
境

の
回

復
が

図
ら

れ
、

調
査

年
度

ご
と

に
増

減
は

あ
る

も
の

の
、

平
成

2
9
年

度
は

1
7
3メ

ッ
シ

ュ
と

な
り

、
平

成
2
4
年

度
以

降
、

基
準

値
の

水
準

で
推

移
し

て
い

る
。

ま
た

、
沖

縄
島

北
部

地
域

に
お

け
る

ヤ
ン

バ
ル

ク
イ

ナ
の

推
定

生
息

範
囲

は
、

一
括

交
付

金
（
ソ

フ
ト

）
を

活
用

し
た

北
部

地
域

に
お

け
る

マ
ン

グ
ー

ス
対

策
等

の
推

進
に

よ
り

、
生

息
環

境
の

回
復

が
図

ら
れ

、
調

査
年

度
ご

と
に

増
減

は
あ

る
も

の
の

、
平

成
3
0

年
度

は
2
0
4メ

ッ
シ

ュ
と

な
り

、
目

標
値

を
達

成
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

2
8

3
3
2
9

8
サ

ン
ゴ

礁
の

保
全

に
つ

い
て

は
、

サ
ン

ゴ
礁

生
態

系
の

持
続

的
な

保
全

再
生

を
図

る
た

め

サ
ン

ゴ
礁

生
態

系
の

保
全

に
つ

い
て

は
、

持
続

的
な

保
全

再
生

を
図

る
た

め
―

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
9

3
3
2
9

1
1

民
間

団
体

が
行

う
サ

ン
ゴ

礁
保

全
活

動
の

支
援

等
を

行
っ

て
い

る
。

民
間

団
体

が
行

う
サ

ン
ゴ

礁
生

態
系

保
全

活
動

の
支

援
等

を
行

っ
て

い
る

。
N

o
5
に

付
随

し
て

修
正

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

3
0

3
3
2
9

1
2

保
全

活
動

の
支

援
等

を
行

っ
て

い
る

。
こ

の
結

果
、

有
性

生
殖

法
に

よ
る

手
法

を
用

い
た

サ
ン

ゴ
種

苗
の

保
全

活
動

の
支

援
等

を
行

っ
て

い
る

。
こ

の
結

果
、

有
性

生
殖

法
を

用
い

た
サ

ン
ゴ

種
苗

の

「
有

性
生

殖
法

に
よ

る
手

法
」
は

少
し

わ
か

り
に

く
い

た
め

、
「
有

性
生

殖
法

」
と

記
載

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

3
1

3
3
2
9

2
4

な
お

、
海

洋
保

護
区

の
設

置
数

に
つ

い
て

は
、

漁
業

者
を

中
心

と
し

た
活

動
組

織
に

よ
り

１
区

域
が

設
定

さ
れ

て
お

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

な
お

、
海

洋
保

護
区

の
設

置
数

に
つ

い
て

は
、

漁
業

者
を

中
心

と
し

た
活

動
組

織
に

よ
り

１
区

域
が

設
定

さ
れ

て
お

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

進
展

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

3
2

3
3
2
9

3
2

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
沖

縄
県

北
部

地
域

に
お

け
る

ヤ
ン

バ
ル

ク
イ

ナ
の

推
定

生
息

範
囲

現
状

値
　

1
7
3メ

ッ
シ

ュ
（
2
9年

度
）

＜
成

果
指

標
の

状
況

＞
沖

縄
県

北
部

地
域

に
お

け
る

ヤ
ン

バ
ル

ク
イ ナ

の
推

定
生

息
範

囲
現

状
値

　
2
0
4
ﾒ
ｯ
ｼ
ｭ
(H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
 現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

3
3

3
3
2
9

3
5

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
海

洋
保

護
区

の
設

定
数

現
状

値
　

１
海

域
（
H

2
9
年

度
）

＜
成

果
指

標
の

状
況

＞
海

洋
保

護
区

の
設

定
数

現
状

値
　

１
海

域
（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
 現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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3
4

3
3
3
0

2
こ

の
こ

と
か

ら
、

野
生

生
物

等
の

保
全

の
た

め
、

本
県

に
生

息
し

て
い

る
生

物
種

の
そ

れ
ぞ

れ
の

生
態

、
生

息
域

、
個

体
数

等
を

的
確

に
把

握
す

る
と

と
も

に
、

こ
れ

ま
で

収
集

し
た

生
物

多
様

性
に

関
す

る
デ

ー
タ

の
整

理
と

併
せ

、
更

な
る

情
報

の
収

集
・
研

究
・
教

育
普

及
を

図
る

こ
と

が
極

め
て

重
要

で
あ

る
。

こ
の

こ
と

か
ら

、
野

生
生

物
等

の
保

全
の

た
め

、
本

県
に

生
息

し
て

い
る

生
物

種
の

そ
れ

ぞ
れ

の
生

態
、

生
息

域
、

個
体

数
等

を
的

確
に

把
握

す
る

と
と

も
に

、
こ

れ
ま

で
収

集
し

た
生

物
多

様
性

に
関

す
る

デ
ー

タ
の

整
理

、
研

究
及

び
教

育
普

及
を

図
る

こ
と

に
加

え
、

希
少

動
植

物
の

存
続

の
脅

威
と

な
る

密
猟

・
盗

採
へ

の
対

策
を

行
う
こ

と
が

極
め

て
重

要
で

あ
る

。

密
猟

・
盗

採
対

策
に

つ
い

て
も

、
総

点
検

報
告

書
に

記
載

し
て

は
ど

う
か

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

3
5

3
3
3
0

2
※

密
猟

対
策

に
つ

い
て

―
・
世

界
自

然
遺

産
登

録
お

よ
び

こ
れ

に
関

連
す

る
課

題
③

密
猟

に
つ

い
て

は
夜

間
に

レ
ン

タ
カ

ー
で

移
動

し
て

実
施

さ
れ

て
い

る
。

ロ
ー

ド
キ

ル
と

合
わ

せ
、

レ
ン

タ
カ

ー
の

継
続

的
な

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
体

制
（
e
x.

E
T
C

2
.0

や
ビ

デ
オ

撮
像

を
用

い
た

台
数

計
測

等
）
が

必
要

で
あ

る
旨

記
載

し
て

は
ど

う
か

。
（
P

3
2
7～

）

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
N

o
3
4
の

審
議

結
果

と
同

じ

3
6

3
3
3
0

7
※

外
来

種
対

策
に

つ
い

て
―

ヒ
ル

ギ
ダ

マ
シ

の
よ

う
に

県
内

の
一

部
に

し
か

生
息

し
て

い
な

い
動

植
物

が
県

内
の

他
の

地
域

に
定

着
し

、
在

来
種

を
脅

か
す

状
況

が
生

じ
て

い
る

の
で

、
こ

れ
に

対
し

て
の

対
策

も
県

全
体

で
の

取
組

を
記

載
で

き
な

い
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

当
件

に
つ

い
て

は
、

生
物

多
様

性
の

保
全

の
「
課

題
及

び
対

策
」
の

項
目

の
、

外
来

種
対

策
の

取
組

（
3
3
0頁

７
行

目
等

）
に

含
ま

れ
る

こ
と

か
ら

、
原

文
の

ま
ま

と
す

る
。
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別
紙
１

整
理

番
号

章
頁

行
報

 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

3
7

3
3
3
0

1
2

さ
ら

に
、

サ
ン

ゴ
に

つ
い

て
は

、
オ

ニ
ヒ

ト
デ

の
大

量
発

生
や

農
地

等
か

ら
の

赤
土

等
流

出
、

加
え

て
高

海
水

温
に

よ
る

白
化

現
象

等
に

よ
り

甚
大

な
影

響
を

受
け

て
い

る
こ

と
か

ら
、

さ
ら

に
、

サ
ン

ゴ
に

つ
い

て
は

、
オ

ニ
ヒ

ト
デ

の
大

量
発

生
や

陸
域

か
ら

の
赤

土
等

流
出

及
び

排
水

、
加

え
て

高
海

水
温

に
よ

る
白

化
現

象
等

に
よ

り
甚

大
な

影
響

を
受

け
て

い
る

こ
と

か
ら

、

サ
ン

ゴ
が

減
少

し
て

い
る

原
因

に
つ

い
て

、
水

質
の

悪
化

も
サ

ン
ゴ

に
影

響
を

与
え

て
い

る
こ

と
が

明
ら

か
に

な
り

つ
つ

あ
る

。
農

地
か

ら
の

排
水

対
策

も
含

め
て

対
策

を
網

羅
的

に
総

点
検

報
告

書
へ

の
記

載
し

て
は

ど
う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

3
8

3
3
3
0

2
9

森
林

、
河

川
、

干
潟

、
藻

場
等

の
森

林
、

河
川

、
干

潟
、

藻
場

、
サ

ン
ゴ

礁
等

の
様

々
な

地
形

が
列

挙
さ

れ
て

い
る

が
、

こ
の

中
に

サ
ン

ゴ
礁

を
入

れ
て

記
載

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

3
9

3
3
3
0

3
9

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

自
然

保
護

区
域

面
積

は
、

基
準

値
の

５
万

3
,4

7
3
ha

か
ら

平
成

2
9
年

に
は

５
万

4
,2

9
9
ha

と
な

り
、

目
標

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

自
然

保
護

区
域

面
積

は
、

基
準

値
の

５
万

3
,4

7
3
ha

か
ら

平
成

3
0
年

に
は

９
万

1
1
0
ha

と
な

り
、

目
標

値
を

達
成

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

4
0

3
3
3
1

1
2

※
太

陽
光

発
電

設
備

整
備

に
伴

う
環

境
破

壊
へ

の
対

策
に

つ
い

て
―

太
陽

光
発

電
に

つ
い

て
、

普
及

が
進

む
中

で
、

土
砂

流
出

や
崖

崩
れ

の
お

そ
れ

が
あ

る
斜

面
に

ま
で

施
設

が
建

設
さ

れ
、

結
果

と
し

て
環

境
が

破
壊

さ
れ

る
こ

と
が

懸
念

さ
れ

る
。

規
制

等
の

対
策

を
行

わ
な

け
れ

ば
大

き
な

問
題

に
な

る
と

考
え

ら
れ

る
。

【
原

文
の

と
お

り
】

当
件

に
つ

い
て

は
、

赤
土

等
流

出
防

止
対

策
の

取
組

等
に

関
す

る
記

載
（
3
3
1頁

1
2
行

目
等

）
に

含
ま

れ
る

こ
と

か
ら

、
原

文
の

ま
ま

と
す

る
。
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別
紙
１

整
理

番
号

章
頁

行
報

 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

4
1

3
3
3
1

2
3

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

開
発

現
場

か
ら

の
排

出
量

が
抑

え
ら

れ
て

お
り

、
海

域
で

の
赤

土
堆

積
ラ

ン
ク

５
以

下
の

地
点

割
合

は
、

基
準

値
の

3
3
.0

％
か

ら
平

成
2
9
年

に
は

5
4
.0

％
と

な
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

海
域

で
の

赤
土

堆
積

ラ
ン

ク
５

以
下

の
地

点
割

合
は

、
基

準
値

の
3
3
.0

％
か

ら
平

成
3
0
年

度
に

は
7
1
.4

％
と

な
り

、
目

標
の

達
成

に
向

け
て

進
展

し
て

い
る

。
　

一
方

、
監

視
海

域
7
6
海

域
に

お
け

る
赤

土
等

年
間

流
出

量
は

、
平

成
2
3
年

度
の

1
5
9,

0
0
0ト

ン
か

ら
平

成
2
8
年

度
の

1
4
2,

0
0
0ト

ン
と

目
標

の
達

成
に

向
け

た
進

展
が

遅
れ

て
い

る
が

、
流

出
量

推
計

に
お

い
て

沈
殿

池
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

等
の

対
策

効
果

を
反

映
で

き
て

い
な

い
こ

と
な

ど
が

一
因

と
考

え
ら

れ
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

4
2

3
3
3
1

3
0

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

大
気

環
境

基
準

の
達

成
率

は
、

基
準

値
の

9
0
.0

％
か

ら
平

成
2
9
年

度
に

は
9
1
.0

％
と

な
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

。

　
こ

れ
ら

の
取

組
や

低
公

害
車

の
普

及
等

に
よ

り
、

光
化

学
オ

キ
シ

ダ
ン

ト
を

除
く
全

て
の

項
目

で
大

気
環

境
基

準
を

達
成

し
て

お
り

、
平

成
3
0
年

度
の

達
成

率
は

9
1
％

と
良

好
な

水
準

を
維

持
し

て
い

る
が

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

た
進

展
は

遅
れ

て
い

る
。

　
光

化
学

オ
キ

シ
ダ

ン
ト

が
環

境
基

準
を

達
成

し
て

い
な

い
要

因
と

し
て

は
、

大
陸

か
ら

の
大

気
汚

染
物

質
の

移
流

が
考

え
ら

れ
る

。
移

流
し

た
大

気
汚

染
物

質
を

日
本

国
内

で
低

減
化

す
る

こ
と

は
、

現
時

点
で

技
術

的
に

困
難

で
あ

る
こ

と
な

ど
か

ら
、

全
都

道
府

県
で

環
境

基
準

を
達

成
で

き
て

い
な

い
状

況
に

あ
る

。

基
準

値
が

9
0
％

を
超

え
て

い
る

よ
う
な

指
標

に
つ

い
て

、
実

績
が

9
0
％

を
超

え
て

い
れ

ば
「
進

展
遅

れ
」
と

い
う
感

じ
は

受
け

な
い

た
め

、
別

の
表

記
に

す
れ

ば
県

の
努

力
が

伝
わ

る
の

で
は

な
い

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙
１

整
理

番
号

章
頁

行
報

 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

4
3

3
3
3
1

3
8

　
こ

れ
ら

の
取

組
な

ど
を

行
っ

て
い

る
も

の
の

、
生

活
排

水
の

流
入

に
よ

り
、

河
川

水
質

環
境

基
準

の
達

成
率

は
、

８
％

低
下

し
、

基
準

値
を

下
回

っ
て

い
る

。
　

ま
た

、
海

域
水

質
環

境
基

準
の

達
成

率
は

、
９

％
低

下
し

、
基

準
値

を
下

回
っ

て
い

る
。

　
こ

れ
ら

の
取

組
な

ど
に

よ
り

、
河

川
水

質
環

境
基

準
の

達
成

率
は

、
平

成
3
0
年

度
に

基
準

値
と

同
じ

9
7
%と

な
り

、
良

好
な

達
成

率
を

維
持

し
て

い
る

が
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
た

進
展

が
遅

れ
て

い
る

。
　

ま
た

、
海

域
水

質
環

境
基

準
の

達
成

率
も

、
平

成
3
0
年

度
に

基
準

値
と

同
じ

9
2
%と

な
り

、
良

好
な

達
成

率
を

維
持

し
て

い
る

が
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
た

進
展

が
遅

れ
て

い
る

。

・
こ

の
記

載
の

意
味

す
る

パ
ー

セ
ン

ト
の

意
味

が
、

増
減

量
な

の
か

増
減

率
な

の
か

判
然

と
し

な
い

判
然

と
し

な
い

の
で

、
ポ

イ
ン

ト
と

表
現

し
た

方
が

よ
い

の
で

は
な

い
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

4
4

3
3
3
2

1
4

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
（
追

加
）

＜
成

果
指

標
の

状
況

＞
監

視
海

域
7
6
海

域
に

お
け

る
赤

土
等

年
間

流
出

量
現

状
値

　
1
4
2,

0
0
0ト

ン
（
H

2
8
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
 現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

②
 ＜

主
な

成
果

指
標

の
状

況
＞

欄
に

す
べ

て
の

成
果

指
標

を
掲

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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番
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章
頁

行
報

 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

4
5

3
3
3
2

1
7

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
自

然
保

護
区

域
面

積
現

状
値

　
5
4
,2

9
9
ha

（
H

2
9
年

）

＜
成

果
指

標
の

状
況

＞
自

然
保

護
区

域
面

積
現

状
値

　
9
0
,1

1
0
ha

（
H

3
0
年

）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
 現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

4
6

3
3
3
2

1
9

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
海

域
で

の
赤

土
堆

積
ラ

ン
ク

５
以

下
の

地
点

割
合

現
状

値
　

5
4
.0

％
（
H

2
9
年

）

＜
成

果
指

標
の

状
況

＞
海

域
で

の
赤

土
堆

積
ラ

ン
ク

５
以

下
の

地
点

割
合

現
状

値
　

7
1
.4

％
（
H

3
0
年

）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
 現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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番
号

章
頁

行
報

 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

4
7

3
3
3
2

2
1

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
大

気
環

境
基

準
の

達
成

率
現

状
値

　
9
1
.0

％
（
H

2
9
年

度
）

＜
成

果
指

標
の

状
況

＞
大

気
環

境
基

準
の

達
成

率
現

状
値

　
9
1
.0

％
（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
 現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

4
8

3
3
3
2

2
3

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
河

川
水

質
環

境
基

準
の

達
成

率
現

状
値

　
8
9
.0

％
（
H

2
9
年

度
）

＜
成

果
指

標
の

状
況

＞
河

川
環

境
基

準
（
生

物
化

学
的

酸
素

要
求

量
）
の

達
成

率
現

状
値

　
9
7
.0

％
（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
 現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

水
質

の
環

境
基

準
に

つ
い

て
、

何
を

基
に

評
価

し
て

い
る

の
か

、
代

表
的

な
も

の
だ

け
で

も
文

章
に

表
記

す
る

必
要

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙
１

整
理

番
号

章
頁

行
報

 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

4
9

3
3
3
2

2
5

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
海

域
水

質
環

境
基

準
の

達
成

率
現

状
値

　
8
3
.0

％
（
H

2
9
年

度
）

＜
成

果
指

標
の

状
況

＞
海

域
水

質
環

境
基

準
（
化

学
的

酸
素

要
求

量
）
の

達
成

率
現

状
値

　
9
2
.0

％
（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
 現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

水
質

の
環

境
基

準
に

つ
い

て
、

何
を

基
に

評
価

し
て

い
る

の
か

、
代

表
的

な
も

の
だ

け
で

も
文

章
に

表
記

す
る

必
要

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

5
0

3
3
3
2

2
7

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
ダ

イ
オ

キ
シ

ン
類

に
係

る
環

境
基

準
の

達
成

率
現

状
値

　
1
0
0％

（
H

2
9
年

度
）

＜
成

果
指

標
の

状
況

＞
ダ

イ
オ

キ
シ

ン
類

に
係

る
環

境
基

準
の

達
成

率
現

状
値

　
1
0
0％

（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
 現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

5
1

3
3
3
2

4
0

奄
美

大
島

、
徳

之
島

、
沖

縄
島

北
部

及
び

西
表

島
」
の

世
界

自
然

遺
産

登
録

に
つ

い
て

は
、

登
録

に
向

け
て

、
希

少
種

保
護

や
外

来
種

対
策

、
持

続
可

能
な

観
光

管
理

･･
･

な
ど

に
引

き
続

き
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

奄
美

大
島

、
徳

之
島

、
沖

縄
島

北
部

及
び

西
表

島
」
の

世
界

自
然

遺
産

登
録

に
つ

い
て

は
、

登
録

に
向

け
て

、
希

少
種

保
護

や
マ

ン
グ

ー
ス

、
ノ

イ
ヌ

・
ノ

ネ
コ

等
の

外
来

種
対

策
、

持
続

可
能

な
観

光
管

理
･･

･な
ど

に
引

き
続

き
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

ヤ
ン

バ
ル

ク
イ

ナ
の

推
定

生
息

範
囲

な
ど

に
つ

い
て

、
マ

ン
グ

ー
ス

対
策

等
の

推
進

に
よ

り
、

成
果

を
あ

げ
て

い
る

こ
と

が
書

か
れ

て
い

る
が

、
現

在
は

マ
ン

グ
ー

ス
に

替
わ

っ
て

、
ノ

ネ
コ

・
ノ

イ
ヌ

が
増

加
し

て
い

る
こ

と
が

問
題

化
し

て
い

る
。

人
間

活
動

の
結

果
、

人
為

的
に

持
ち

込
ま

れ
た

生
き

物
も

ヤ
ン

バ
ル

ク
イ

ナ
な

ど
の

希
少

種
の

脅
威

に
な

っ
て

い
る

こ
と

を
課

題
と

し
て

記
載

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙
１

整
理

番
号

章
頁

行
報

 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

5
2

3
3
3
2

4
0

※
自

然
環

境
の

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
と

合
わ

せ
た

自
然

環
境

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
つ

い
て

―
・
世

界
自

然
遺

産
登

録
お

よ
び

こ
れ

に
関

連
す

る
課

題
①

観
光

管
理

計
画

に
対

し
、

観
光

流
動

自
体

が
把

握
さ

れ
て

お
ら

ず
、

オ
ー

バ
ー

ツ
ー

リ
ズ

ム
や

観
光

管
理

計
画

の
議

論
の

土
台

が
で

き
て

い
な

い
。

基
盤

整
備

部
会

で
は

観
光

流
動

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
他

部
会

に
お

け
る

自
然

環
境

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
と

合
わ

せ
た

自
然

環
境

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

が
必

要
で

あ
る

旨
記

載
し

て
は

ど
う
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

当
件

に
つ

い
て

は
、

世
界

自
然

遺
産

登
録

の
課

題
と

対
策

（
3
3
2頁

4
0
行

目
）
に

含
ま

れ
る

こ
と

か
ら

、
原

文
の

ま
ま

と
す

る
。

5
3

3
3
3
3

2
5

　
水

質
汚

濁
対

策
に

つ
い

て
は

、
生

活
排

水
等

に
よ

る
影

響
が

一
因

と
な

り
、

河
川

や
海

域
の

一
部

で
環

境
基

準
を

達
成

で
き

て
い

な
い

状
況

に
あ

る
こ

と
か

ら
、

生
活

排
水

の
流

入
負

荷
の

削
減

を
図

る
た

め
、

地
域

住
民

の
水

質
保

全
に

関
す

る
意

識
の

向
上

に
努

め
る

必
要

が
あ

る
。

　
ま

た
、

水
質

汚
濁

防
止

法

　
水

質
汚

濁
対

策
に

つ
い

て
は

、
生

活
排

水
等

に
よ

る
影

響
に

よ
り

河
川

の
一

部
で

環
境

基
準

を
達

成
し

て
い

な
い

状
況

に
あ

る
。

ま
た

、
河

川
や

地
下

水
等

か
ら

の
有

機
物

の
流

入
の

影
響

に
よ

り
、

海
域

の
一

部
に

お
い

て
も

環
境

基
準

を
達

成
し

て
い

な
い

状
況

に
あ

る
こ

と
か

ら
、

生
活

排
水

の
流

入
負

荷
の

削
減

を
図

る
た

め
、

単
独

浄
化

槽
か

ら
合

併
浄

化
槽

の
転

換
や

公
共

下
水

道
へ

の
接

続
等

に
つ

い
て

地
域

住
民

の
水

質
保

全
に

関
す

る
意

識
の

向
上

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
　

加
え

て
、

水
質

汚
濁

防
止

法
・
・
・

「
成

果
等

」
に

は
、

海
域

水
質

基
準

の
達

成
率

の
記

載
が

あ
る

一
方

で
、

「
課

題
及

び
対

策
」
に

は
、

海
域

の
水

質
汚

濁
対

策
の

こ
と

が
記

載
さ

れ
て

い
な

い
た

め
、

具
体

的
な

対
策

を
記

載
し

て
は

ど
う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙
１

整
理

番
号

章
頁

行
報

 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

5
4

3
章

3
3
4

1
0

ま
た

、
再

生
事

業
を

推
進

す
る

に
当

た
り

、
～

(略
)～

ノ
ウ

ハ
ウ

や
課

題
等

の
抽

出
を

行
っ

た
と

こ
ろ

で
あ

る
。

ま
た

、
再

生
事

業
を

推
進

す
る

に
当

た
り

、
～

(略
)～

ノ
ウ

ハ
ウ

や
課

題
等

の
抽

出
を

行
っ

た
と

こ
ろ

で
あ

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

自
然

環
境

再
生

の
活

動
地

域
数

は
基

準
値

の
３

か
ら

平
成

3
0
年

度
に

は
５

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

進
展

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

②
全

て
の

成
果

指
標

を
記

載
す

る
。

③
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

5
5

3
3
3
4

2
3

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
（
追

加
）

＜
成

果
指

標
の

状
況

＞
自

然
環

境
再

生
の

活
動

地
域

数
現

状
値

　
５

（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
 現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

②
 ＜

主
な

成
果

指
標

の
状

況
＞

欄
に

す
べ

て
の

成
果

指
標

を
掲

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

5
6

3
3
3
4

3
9

干
潟

、
藻

場
等

の
海

域
・
・
・

干
潟

、
藻

場
、

サ
ン

ゴ
礁

等
の

海
域

課
題

対
策

の
対

象
と

な
る

場
所

に
サ

ン
ゴ

礁
も

加
え

て
記

載
し

て
は

ど
う
か

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

5
7

3
3
3
5

1
2

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

事
業

者
間

に
お

け
る

保
全

利
用

協
定

の
認

定
数

（
累

計
）
は

、
基

準
値

の
２

協
定

か
ら

平
成

2
9
年

に
は

８
協

定
と

な
り

、
当

初
の

目
標

値
を

６
協

定
上

回
っ

て
増

加
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

事
業

者
間

に
お

け
る

保
全

利
用

協
定

の
認

定
数

（
累

計
）
は

、
基

準
値

の
２

協
定

か
ら

平
成

3
0

年
に

は
８

協
定

と
な

り
、

目
標

値
を

達
成

す
る

見
込

み
と

な
っ

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙
１

整
理

番
号

章
頁

行
報

 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

5
8

3
3
3
5

3
2

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
事

業
者

間
に

お
け

る
保

全
利

用
協

定
の

認
定

数
現

状
値

　
８

協
定

（
H

2
9
年

度
）

＜
成

果
指

標
の

状
況

＞
事

業
者

間
に

お
け

る
保

全
利

用
協

定
の

認
定

数
現

状
値

　
８

協
定

（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
 現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

5
9

3
3
3
6

1
9

さ
ら

に
、

沖
縄

県
地

域
環

境
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
環

境
情

報
の

発
信

や
効

果
的

な
環

境
保

全
啓

発
事

業
を

実
践

し
た

。

さ
ら

に
、

ご
み

の
適

正
処

理
、

赤
土

等
流

出
防

止
対

策
、

地
球

温
暖

化
対

策
、

外
来

種
対

策
な

ど
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

や
チ

ラ
シ

を
配

付
す

る
と

と
も

に
、

環
境

教
育

の
拠

点
で

あ
る

沖
縄

県
地

域
環

境
セ

ン
タ

ー
か

ら
環

境
情

報
を

発
信

し
た

。

単
純

な
普

及
啓

発
も

環
境

意
識

の
向

上
の

た
め

に
重

要
な

取
組

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

そ
の

実
績

を
記

載
し

て
は

ど
う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

6
0

3
章

3
3
6

2
1

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

環
境

啓
発

活
動

～
(省

略
)～

平
成

2
9

年
度

に
は

２
万

2
,5

6
7人

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

環
境

啓
発

活
動

～
(省

略
)～

平
成

3
0
年

度
に

は
２

万
8
,4

8
1人

と
な

り
、

目
標

値
を

達
成

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

6
1

3
3
3
6

3
2

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
環

境
啓

発
活

動
（
出

前
講

座
、

自
然

観
察

会
等

）
参

加
延

べ
人

数
現

状
値

　
2
2
,5

6
7人

（
H

2
9
年

度
）

＜
成

果
指

標
の

状
況

＞
環

境
啓

発
活

動
（
出

前
講

座
、

自
然

観
察

会
等

）
参

加
延

べ
人

数
現

状
値

　
2
8
,4

8
1人

（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
 現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

6
2

3
3
3
7

7
※

国
立

自
然

史
博

物
館

に
つ

い
て

さ
ら

に
、

新
た

な
環

境
教

育
の

拠
点

と
し

て
、

世
界

ト
ッ
プ

ク
ラ

ス
の

ス
ケ

ー
ル

か
つ

最
新

の
技

術
に

よ
る

充
実

し
た

展
示

施
設

を
持

つ
「
国

立
自

然
史

博
物

館
」
を

沖
縄

県
に

誘
致

し
、

沖
縄

を
は

じ
め

ア
ジ

ア
の

生
物

多
様

性
の

価
値

を
県

民
が

理
解

す
る

と
と

も
に

、
自

然
環

境
の

保
全

に
対

す
る

意
識

を
高

め
る

必
要

が
あ

る
。

国
立

自
然

史
博

物
館

の
環

境
教

育
拠

点
と

し
て

の
機

能
を

考
慮

し
、

環
境

教
育

の
課

題
に

お
い

て
も

国
立

自
然

史
博

物
館

に
関

し
て

前
向

き
な

取
組

を
す

る
旨

の
記

載
し

て
は

ど
う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

6
3

3
3
3
9

8
各

種
施

策
を

展
開

し
た

結
果

、
基

本
施

策
に

お
け

る
「
目

標
と

す
る

す
が

た
」
の

状
況

に
つ

い
て

、
「
一

般
廃

棄
物

の
排

出
量

の
抑

制
」
は

、
一

人
あ

た
り

の
排

出
量

が
横

ば
い

傾
向

に
あ

る
も

の
の

、
人

口
増

に
伴

い
、

総
量

が
２

万
５

千
ト

ン
増

加
し

4
5
万

６
千

ト
ン

と
な

り
、

基
準

年
か

ら
後

退
し

て
い

る
。

各
種

施
策

を
展

開
し

た
結

果
、

基
本

施
策

に
お

け
る

「
目

標
と

す
る

す
が

た
」
の

状
況

に
つ

い
て

、
「
一

般
廃

棄
物

の
排

出
量

の
抑

制
」
は

、
平

成
2
9
年

度
の

排
出

実
績

が
基

準
年

か
ら

３
万

４
千

ト
ン

増
加

し
て

い
る

。
そ

の
内

訳
は

、
人

口
増

等
に

よ
る

生
活

系
一

般
廃

棄
物

の
増

加
が

１
万

３
千

ト
ン

、
入

域
観

光
客

数
増

加
等

の
経

済
活

動
の

活
性

化
に

よ
る

事
業

系
一

般
廃

棄
物

の
増

加
が

２
万

１
千

ト
ン

と
な

っ
て

い
る

。

一
般

廃
棄

物
の

１
日

１
人

あ
た

り
の

排
出

量
に

つ
い

て
、

人
口

増
が

要
因

と
記

載
し

て
い

る
が

、
入

域
観

光
客

数
の

増
加

等
に

よ
り

経
済

が
活

発
に

な
っ

た
こ

と
も

背
景

に
あ

る
こ

と
か

ら
、

要
因

と
し

て
記

載
し

て
は

ど
う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

6
4

3
3
3
9

1
2

　
ま

た
、

「
産

業
廃

棄
物

の
排

出
量

の
抑

制
」
は

、
２

万
５

千
ト

ン
減

少
し

1
7
9万

１
千

ト
ン

と
な

り
、

目
標

値
の

1
8
2万

６
千

ト
ン

以
下

に
抑

制
さ

れ
て

お
り

、
現

時
点

で
目

標
値

を
達

成
し

て
い

る
。

　
ま

た
、

「
産

業
廃

棄
物

の
排

出
量

の
抑

制
」
は

、
２

万
２

千
ト

ン
減

少
し

1
7
9万

４
千

ト
ン

と
な

 り
、

目
標

値
の

1
8
2万

６
千

ト
ン

以
下

に
抑

制
さ

れ
て

お
り

、
現

時
点

で
目

標
値

を
達

成
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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等
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議
　

結
　
果

6
5

3
3
3
9

図
表

沖
縄

県
の

現
状

（
現

状
値

）
一

般
廃

棄
物

の
排

出
量

の
抑

制

4
5
6千

ト
ン

(H
2
8
年

度
)

沖
縄

県
の

現
状

（
現

状
値

）
一

般
廃

棄
物

の
排

出
量

の
抑

制

4
6
5
千

ト
ン

(H
2
9
年

度
)

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

6
6

3
3
3
9

図
表

沖
縄

県
の

現
状

（
現

状
値

）
産

業
廃

棄
物

の
排

出
量

の
抑

制

1
,7

9
1千

ト
ン

(H
2
8
年

度
)

沖
縄

県
の

現
状

（
現

状
値

）
産

業
廃

棄
物

の
排

出
量

の
抑

制

1
,7

9
4
千

ト
ン

(H
2
9
年

度
)

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

6
7

3
3
3
9

図
表

3
-
1-

2
-
1

一
般

廃
棄

物
の

排
出

量
の

推
移

一
般

廃
棄

物
の

排
出

量
の

推
移

H
2
9
年

度
値

の
追

加
　

4
6
.5

万
ト

ン
【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

6
8

3
3
4
0

図
表

3
-
1-

2
-
2

産
業

廃
棄

物
の

排
出

量
の

推
移

産
業

廃
棄

物
の

排
出

量
の

推
移

H
2
9
年

度
値

の
追

加
　

1
7
9.

4
万

ト
ン

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

6
9

3
3
4
0

2
2

※
プ

ラ
ス

チ
ッ
ク

ご
み

対
策

に
つ

い
て

　
本

県
は

約
2
,0

3
7k

m
の

海
岸

線
延

長
（
全

国
第

４
位

）
を

有
し

、
亜

熱
帯

特
有

の
サ

ン
ゴ

礁
や

美
し

い
海

浜
、

広
大

な
マ

ン
グ

ロ
ー

ブ
植

生
帯

や
特

徴
的

な
干

潟
等

、
優

れ
た

自
然

景
観

を
呈

し
て

い
る

。
　

し
か

し
な

が
ら

、
島

々
に

は
、

大
量

の
ご

み
が

漂
着

し
続

け
て

お
り

、
平

成
2
9
年

度
か

ら
平

成
3
0
年

度
に

か
け

て
実

施
し

た
調

査
で

は
、

沖
縄

県
の

全
海

岸
で

延
べ

6
,8

7
1㎥

の
海

岸
漂

着
物

が
確

認
さ

れ
、

そ
の

６
割

は
浮

子
、

ペ
ッ
ト

ボ
ト

ル
等

の
プ

ラ
ス

チ
ッ
ク

ご
み

で
あ

っ
た

。
　

こ
の

よ
う
な

状
況

は
、

海
岸

景
観

や
生

態
系

、
ひ

い
て

は
沖

縄
の

重
要

産
業

で
あ

る
観

光
に

も
影

響
を

与
え

か
ね

な
い

深
刻

な
問

題
と

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

重
要

性
を

増
し

た
課

題
と

し
て

位
置

づ
け

て
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

い
く
必

要
が

あ
る

。

沖
縄

の
自

然
環

境
を

保
護

の
観

点
か

ら
、

観
光

産
業

の
ベ

ー
ス

と
な

る
美

し
い

自
然

を
守

る
た

め
、

例
え

ば
環

境
へ

の
意

識
を

含
め

て
い

ろ
い

ろ
な

行
動

を
高

め
る

取
組

を
行

う
こ

と
が

必
要

で
あ

り
、

３
年

以
内

に
レ

ジ
袋

、
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
を

廃
止

す
る

な
ど

廃
プ

ラ
ス

チ
ッ
ク

問
題

に
先

進
的

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

7
0

3
3
4
0

2
2

※
プ

ラ
ス

チ
ッ
ク

ご
み

対
策

に
つ

い
て

―
【
重

要
性

を
増

し
た

課
題

】
・
マ

イ
ク

ロ
プ

ラ
ス

チ
ッ
ク

に
つ

い
て

　
記

述
が

圧
倒

的
に

少
な

い
。

競
技

場
を

含
め

，
公

園
で

使
わ

れ
て

い
る

（
人

工
芝

の
下

や
ト

ラ
ッ
ク

な
ど

）
プ

ラ
ス

チ
ッ
ク

製
品

の
雨

天
時

流
出

が
問

題
と

な
っ

て
い

る
。

使
用

し
な

い
こ

と
も

含
め

て
検

討
す

べ
き

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
N

o
6
9
の

審
議

結
果

と
同

じ
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理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

7
1

3
3
4
0

2
5

沖
縄

県
は

、
狭

あ
い

な
島

し
ょ
性

に
よ

り
環

境
負

荷
に

脆
弱

な
特

性
を

有
し

て
い

る
た

め
、

第
１

に
廃

棄
物

の
発

生
を

最
小

限
に

抑
え

る
こ

と
（
R

e
d
u
c
e
）、

第
２

に
再

利
用

（
R

e
u
se

）
す

る
こ

と
を

最
大

限
に

推
進

し
、

最
後

に
発

生
し

た
廃

棄
物

の
再

生
利

用
と

熱
回

収
（
R

e
c
yc

le
）
を

推
進

し
た

。

沖
縄

県
は

、
狭

あ
い

な
島

し
ょ
性

に
よ

り
環

境
負

荷
に

脆
弱

な
特

性
を

有
し

て
い

る
た

め
、

第
１

に
廃

棄
物

の
発

生
を

最
小

限
に

抑
え

る
こ

と
（
R

e
d
u
c
e
）、

第
２

に
再

利
用

（
R

e
u
se

）
す

る
こ

と
を

最
大

限
に

推
進

し
、

第
３

に
発

生
し

た
廃

棄
物

の
再

生
利

用
（
R

e
c
yc

le
）
、

最
後

に
熱

回
収

（
th

e
rm

al
R

e
c
yc

le
）
を

推
進

し
た

。

循
環

型
社

会
形

成
推

進
法

に
お

け
る

記
載

順
序

と
異

な
る

の
で

、
統

一
し

て
記

載
し

て
は

ど
う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

7
2

3
3
4
0

3
3

※
海

岸
漂

着
物

の
回

収
・
処

理
及

び
レ

ジ
袋

有
料

化
等

の
成

果
に

つ
い

て

ま
た

、
平

成
2
0
年

8
月

、
県

内
流

通
事

業
者

、
沖

縄
県

ご
み

減
量

推
進

会
議

、
沖

縄
県

の
3
者

で
「
沖

縄
県

に
お

け
る

レ
ジ

袋
削

減
に

向
け

た
取

組
に

関
す

る
協

定
」
を

締
結

し
、

同
年

1
0
月

か
ら

レ
ジ

袋
有

料
化

を
行

っ
て

い
る

。
（
平

成
3
1
年

３
月

時
点

で
流

通
事

業
者

1
1
社

2
7
7店

舗
）

海
岸

漂
着

物
に

つ
い

て
は

、
こ

れ
ま

で
の

実
績

を
踏

ま
え

、
さ

ら
に

活
動

を
拡

げ
て

い
く
よ

う
な

記
載

を
し

て
は

ど
う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
海

岸
漂

着
物

対
策

に
係

る
こ

れ
ま

で
の

実
績

に
つ

い
て

は
、

レ
ジ

袋
有

料
化

の
（
成

果
等

）
と

し
て

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

今
後

の
課

題
等

に
つ

い
て

は
N

o
9
0
の

審
議

結
果

と
同

じ

7
3

3
3
4
0

3
4

　
こ

れ
ら

の
取

り
組

み
な

ど
に

よ
り

、
一

般
廃

棄
物

の
１

日
１

人
あ

た
り

の
排

出
量

は
、

全
国

平
均

（
平

成
2
8

年
度

）
の

9
2
5ｇ

を
下

回
っ

て
推

移
し

て
い

る
も

の
の

、
基

準
値

の
8
3
1g

か
ら

平
成

2
8
年

度
に

は
8
5
4ｇ

と
な

り
、

基
準

値
を

上
回

っ
て

増
加

し
て

い
る

。

こ
れ

ら
の

取
り

組
み

に
も

関
わ

ら
ず

、
一

般
廃

棄
物

の
１

日
１

人
あ

た
り

の
排

出
量

は
、

全
国

平
均

（
平

成
2
9
年

度
）
の

9
2
0
ｇ
を

下
回

っ
て

推
移

し
て

い
る

も
の

の
、

平
成

2
9
年

度
は

8
6
8ｇ

で
、

基
準

値
の

8
3
1ｇ

を
上

回
っ

て
増

加
し

て
お

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
た

進
展

が
遅

れ
て

い
る

。

上
回

っ
た

理
由

を
記

載
し

、
判

読
し

易
い

表
現

に
し

て
は

ど
う
か

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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理
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章
頁

行
報

 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

7
4

3
3
4
0

4
0

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

一
般

廃
棄

物
の

再
生

利
用

率
は

、
地

理
的

要
因

か
ら

資
源

循
環

コ
ス

ト
が

高
い

と
い

う
構

造
的

不
利

生
も

あ
り

、
全

国
平

均
の

2
0
.3

％
を

下
回

っ
て

い
る

も
の

の
、

基
準

値
の

1
2
.7

％
か

ら
平

成
2
8
年

度
に

は
1
4
.6

％
と

な
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

一
般

廃
棄

物
の

再
生

利
用

率
は

、
基

準
値

の
1
2
.7

％
か

ら
平

成
2
9
年

度
に

は
1
5
.3

％
と

向
上

し
た

も
の

の
、

島
し

ょ
地

域
で

あ
る

本
県

で
は

、
リ

サ
イ

ク
ル

を
行

う
に

は
海

上
輸

送
コ

ス
ト

が
必

要
で

あ
る

な
ど

の
構

造
的

不
利

性
も

あ
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

た
進

展
が

遅
れ

て
い

る
。

文
章

の
流

れ
を

分
か

り
や

す
く
整

理
し

て
は

ど
う
か

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

7
5

3
3
4
0

4
0

―
―

一
般

廃
棄

物
の

リ
サ

イ
ク

ル
率

に
つ

い
て

、
離

島
の

海
上

輸
送

コ
ス

ト
が

原
因

と
説

明
が

あ
っ

た
が

、
人

口
比

で
考

え
る

と
沖

縄
本

島
が

８
で

離
島

が
２

く
ら

い
で

あ
り

、
全

部
離

島
か

ど
う
か

疑
義

が
あ

る
の

で
、

実
態

を
確

認
し

、
表

現
を

変
え

て
は

ど
う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
N

o
7
4
の

審
議

結
果

と
同

じ

7
6

3
3
4
1

1
2

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

コ
ン

ク
リ
ー

ト
殻

及
び

ア
ス

フ
ァ
ル

ト
殻

の
再

資
源

化
率

は
約

9
9
％

と
な

る
な

ど
、

産
業

廃
棄

物
の

再
生

利
用

率
は

、
基

準
値

の
4
8
.7

％
か

ら
平

成
2
8
年

度
に

は
5
1
.7

％
と

な
り

、
現

時
点

で
目

標
値

を
上

回
っ

て
改

善
し

て
い

る
。

　
こ

れ
ら

の
取

組
な

ど
に

よ
り

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
殻

及
び

ア
ス

フ
ァ
ル

ト
殻

の
再

資
源

化
率

は
約

9
9
％

と
な

る
な

ど
、

産
業

廃
棄

物
の

再
生

利
用

率
は

、
基

準
値

の
4
8
.7

％
か

ら
平

成
2
9
年

度
に

は
5
0
.5

％
と

な
り

、
目

標
値

を
達

成
す

る
見

込
み

で
あ

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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告

 
書
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素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

7
7

3
3
4
1

2
5

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
一

般
廃

棄
物

の
１

日
１

人
あ

た
り

の
排

出
量

現
状

値
　

8
5
4ｇ

（
H

2
8
年

度
）

＜
成

果
指

標
の

状
況

＞
一

般
廃

棄
物

の
１

日
１

人
あ

た
り

の
排

出
量 現

状
値

　
8
6
8ｇ

（
H

2
9
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
 現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

7
8

3
3
4
1

2
7

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
一

般
廃

棄
物

の
再

生
利

用
率

現
状

値
　

1
4
.6

％
（
H

2
8
年

度
）

＜
成

果
指

標
の

状
況

＞
一

般
廃

棄
物

の
再

生
利

用
率

現
状

値
　

1
5
.3

％
（
H

2
9
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
 現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

7
9

3
3
4
1

2
9

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
産

業
廃

棄
物

の
再

生
利

用
率

現
状

値
　

5
1
.7

％
（
H

2
8
年

度
）

＜
成

果
指

標
の

状
況

＞
産

業
廃

棄
物

の
再

生
利

用
率

現
状

値
　

5
0
.5

％
（
H

2
9
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
 現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙
１

整
理

番
号

章
頁

行
報

 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

8
0

3
3
4
1

3
7

　
本

県
に

お
け

る
一

般
廃

棄
物

の
１

日
１

人
あ

た
り

排
出

量
は

、
全

国
平

均
を

下
回

り
良

好
に

推
移

し
て

い
る

も
の

の
、

多
数

の
島

々
に

県
民

が
居

住
し

て
い

る
と

い
う
地

理
的

要
因

に
起

因
す

る
輸

送
費

の
発

生
、

小
規

模
処

理
に

起
因

す
る

低
い

効
率

と
い

っ
た

、
他

県
と

比
較

し
て

資
源

純
化

コ
ス

ト
が

高
い

と
い

う
構

造
的

不
利

生
も

あ
り

、
一

般
廃

棄
物

の
再

生
利

用
率

は
全

国
平

均
を

下
回

っ
て

い
る

。
　

こ
の

こ
と

か
ら

、
海

岸
漂

着
物

に
よ

る
周

辺
環

境
へ

の
影

響
に

つ
い

て
調

査
を

進
め

る
と

と
も

に
、

海
岸

漂
着

物
の

発
生

源
対

策
の

強
化

や
効

率
的

な
回

収
処

理
体

制
の

構
築

が
必

要
で

あ
る

。
資

源
循

環
コ

ス
ト

の
低

減
化

対
策

サ
ー

マ
ル

リ
サ

イ
ク

ル
の

導
入

の
検

討
な

ど
、

資
源

と
し

て
活

用
可

能
な

廃
棄

物
を

有
効

利
用

す
る

た
め

の
取

組
が

必
要

で
あ

る
。

　
本

県
に

お
け

る
一

般
廃

棄
物

の
１

日
１

人
あ

た
り

排
出

量
は

、
全

国
平

均
を

下
回

り
良

好
に

推
移

し
て

い
る

も
の

の
、

平
成

2
9

年
度

実
績

は
基

準
年

と
比

べ
て

3
7
ｇ
増

加
し

、
そ

の
主

な
要

因
は

入
域

観
光

客
数

増
加

等
の

経
済

活
動

の
活

性
化

に
よ

る
も

の
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
ま

た
、

本
県

は
島

し
ょ
地

域
と

い
う
地

理
的

要
因

に
起

因
す

る
輸

送
費

の
発

生
、

小
規

模
処

理
に

起
因

す
る

低
い

効
率

と
い

っ
た

、
他

県
と

比
較

し
て

資
源

循
環

コ
ス

ト
が

高
い

と
い

う
構

造
的

不
利

性
も

あ
り

、
一

般
廃

棄
物

の
再

生
利

用
率

は
全

国
平

均
を

下
回

っ
て

い
る

。
　

こ
の

こ
と

か
ら

、
今

後
、

観
光

業
由

来
の

廃
棄

物
排

出
実

態
を

把
握

し
、

事
業

系
一

般
廃

棄
物

の
排

出
抑

制
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
資

源
循

環
コ

ス
ト

の
低

減
化

対
策

や
再

生
利

用
の

促
進

、
熱

回
収

施
設

の
導

入
の

検
討

な
ど

、
資

源
と

し
て

活
用

可
能

な
廃

棄
物

を
有

効
利

用
す

る
た

め
の

取
組

が
必

要
で

あ
る

。

３
R

の
推

進
に

つ
い

て
は

、
県

民
だ

け
で

な
く
、

観
光

客
由

来
の

一
時

的
に

増
え

る
廃

棄
物

に
関

し
て

も
コ

ス
ト

が
か

か
る

と
い

う
こ

と
だ

と
考

え
て

い
る

。
こ

ち
ら

に
も

、
観

光
客

の
増

加
に

関
す

る
課

題
に

つ
い

て
、

記
載

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

8
1

3
3
4
1

4
2

―
―

サ
ー

マ
ル

リ
サ

イ
ク

ル
が

い
わ

ゆ
る

熱
回

収
と

同
じ

意
味

で
あ

れ
ば

、
3
4
0頁

の
「
熱

回
収

」
と

表
記

を
合

わ
せ

て
は

ど
う

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
N

o
8
0
の

審
議

結
果

と
同

じ
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（
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等
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理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

8
2

3
3
4
2

3
3

　
こ

の
取

組
に

よ
り

、
産

業
廃

棄
物

管
理

型
最

終
処

分
場

の
残

余
年

数
【
残

余
容

量
】
は

、
目

標
値

を
達

成
で

き
る

見
込

み
で

あ
る

。

　
こ

の
取

組
に

よ
り

、
産

業
廃

棄
物

管
理

型
最

終
処

分
場

の
残

余
年

数
【
残

余
容

量
】
は

、
目

標
値

を
達

成
す

る
見

込
み

で
あ

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

8
3

3
3
4
3

2
　

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

不
法

投
棄

件
数

（
１

ト
ン

以
上

）
は

、
基

準
値

の
1
4
0件

か
ら

平
成

2
9
年

度
に

は
1
2
3件

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

　
こ

れ
ら

の
取

組
な

ど
に

よ
り

、
不

法
投

棄
件

数
（
１

ト
ン

以
上

）
は

、
基

準
値

の
1
4
0

件
か

ら
平

成
2
9
年

度
に

は
1
2
3件

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
た

進
展

が
遅

れ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

8
4

3
3
4
3

9
　

全
県

一
斉

清
掃

は
、

新
聞

広
告

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

で
の

情
報

提
供

、
市

町
村

の
協

力
に

よ
る

住
民

へ
の

周
知

等
を

行
っ

て
お

り
、

全
県

一
斉

清
掃

参
加

人
数

は
、

基
準

値
の

5
.7

万
人

か
ら

平
成

2
9
年

度
に

は
7
.2

万
人

と
ほ

ぼ
計

画
通

り
に

増
加

し
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

　
全

県
一

斉
清

掃
は

、
新

聞
広

告
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
で

の
情

報
提

供
、

市
町

村
の

協
力

に
よ

る
住

民
へ

の
周

知
等

を
行

い
、

全
県

一
斉

清
掃

参
加

人
数

は
、

基
準

値
の

5
.7

万
人

か
ら

平
成

2
9
年

度
に

は
7
.2

万
人

と
ほ

ぼ
計

画
通

り
に

増
加

し
た

が
、

平
成

3
0
年

度
は

主
な

活
動

時
期

で
あ

る
土

曜
日

、
日

曜
日

に
台

風
襲

来
が

重
な

っ
た

た
め

参
加

人
数

は
4
.9

万
人

に
と

ど
ま

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
た

進
展

が
遅

れ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

8
5

3
3
4
3

1
4

海
岸

漂
着

物
の

適
正

処
理

等
の

促
進

に
つ

い
て

は
、

国
の

補
助

金
を

活
用

し
た

事
業

に
よ

り
海

岸
漂

着
物

を
回

収
・
処

理
す

る
と

と
も

に
、

ま
る

ご
と

沖
縄

ク
リ
ー

ン
ビ

ー
チ

（
県

下
一

斉
海

岸
清

掃
）
の

取
組

に
よ

り
、

海
岸

の
景

観
や

環
境

保
全

に
寄

与
し

た
。

海
岸

漂
着

物
問

題
に

つ
い

て
の

記
述

を
も

っ
と

詳
細

に
、

具
体

的
に

文
章

記
述

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

　
海

岸
漂

着
物

の
適

正
処

理
等

の
推

進
に

つ
い

て
は

、
国

の
補

助
金

を
活

用
し

、
漂

着
の

状
況

等
を

調
査

す
る

と
と

も
に

、
海

岸
漂

着
物

の
発

生
抑

制
対

策
及

び
回

収
・

処
理

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
  

 海
岸

漂
着

物
に

関
す

る
調

査
で

は
、

漂
着

物
の

現
存

量
調

査
を

行
う
と

と
も

に
、

経
年

変
化

を
把

握
す

る
漂

着
量

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
調

査
を

実
施

し
た

。
そ

の
結

果
、

平
成

2
9

～
3
0
年

度
の

県
全

体
の

現
存

量
は

約
6
,8

7
1m

3
で

あ
り

、
そ

の
半

分
を

八
重

山
諸

島
が

占
め

、
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
の

過
半

を
海

外
製

の
も

の
が

占
め

て
い

た
。

加
え

て
、

流
出

源
調

査
と

し
て

河
川

の
ご

み
量

調
査

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

陸
域

か
ら

の
影

響
も

確
認

さ
れ

た
ほ

か
、

マ
イ

ク
ロ

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

に
関

す
る

調
査

で
は

、
調

査
し

た
1
3
海

岸
全

て
の

砂
浜

か
ら

マ
イ

ク
ロ

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

が
確

認
さ

れ
る

と
と

も
に

、
海

岸
に

生
息

す
る

生
物

の
体

内
か

ら
マ

イ
ク

ロ
プ

ラ
ス

チ
ッ
ク

が
見

つ
か

っ
た

。

【
図

表
「
海

岸
漂

着
物

量
（
H

2
9
、

H
3
0
現

存
量

）
」
】挿

入

【
図

表
「
漂

着
物

の
種

類
及

び
発

生
国

内
訳

（
H

2
9
、

H
3
0
調

査
）
】
挿

入
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理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

8
6

3
3
4
3

1
4

―
　

海
岸

漂
着

物
の

回
収

処
理

で
は

、
平

成
2
3
年

度
か

ら
海

岸
管

理
者

、
市

町
村

と
連

携
し

て
海

岸
漂

着
物

の
回

収
処

理
を

実
施

し
た

。
そ

の
結

果
、

平
成

3
0
年

度
ま

で
に

約
3
0
,0

0
0m

3
（
約

4
,5

0
0ト

ン
）
の

漂
着

物
を

回
収

処
理

し
た

。
ま

た
、

住
民

及
び

回
収

事
業

者
に

向
け

た
海

岸
清

掃
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
策

定
し

、
関

係
者

の
役

割
分

担
や

危
険

漂
着

物
等

の
回

収
方

法
を

周
知

し
た

。
海

岸
漂

着
物

の
中

に
は

、
内

容
物

が
不

明
な

廃
ポ

リ
タ

ン
ク

、
注

射
針

な
ど

の
医

療
系

廃
棄

物
や

電
球

な
ど

の
危

険
・
有

害
な

漂
着

物
も

確
認

さ
れ

、
同

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

沿
っ

て
回

収
・
処

理
を

行
っ

た
。

【
表

「
平

成
2
3
年

度
～

平
成

3
0
年

度
海

岸
漂

着
物

回
収

実
績

」
】
挿

入

N
o
8
5
に

付
随

し
て

修
正

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

8
7

3
3
4
3

1
4

―
　

発
生

抑
制

対
策

と
し

て
は

、
県

内
小

中
学

生
な

ど
を

対
象

と
し

た
教

材
の

作
成

及
び

環
境

教
育

の
実

施
、

中
国

・
台

湾
の

民
間

団
体

や
自

治
体

と
の

連
携

・
情

報
交

換
を

目
的

と
し

た
海

外
交

流
事

業
な

ど
を

実
施

し
た

。

N
o
8
5
に

付
随

し
て

修
正

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

8
8

3
3
4
3

1
4

海
岸

漂
着

物
の

適
正

処
理

等
の

促
進

に
つ

い
て

は
、

国
の

補
助

金
を

活
用

し
た

事
業

に
よ

り
海

岸
漂

着
物

を
回

収
・
処

理
す

る
と

と
も

に
、

ま
る

ご
と

沖
縄

ク
リ
ー

ン
ビ

ー
チ

（
県

下
一

斉
海

岸
清

掃
）
の

取
組

に
よ

り
、

海
岸

の
景

観
や

環
境

保
全

に
寄

与
し

た
。

―
海

岸
漂

着
物

対
策

に
お

い
て

は
、

県
の

大
き

な
役

割
と

し
て

海
岸

漂
着

物
の

現
存

量
の

デ
ー

タ
化

が
挙

げ
ら

れ
る

た
め

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

つ
い

て
も

重
要

な
成

果
と

し
て

記
載

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
N

o
8
5
の

審
議

結
果

と
同

じ

8
9

3
3
4
3

2
5

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
全

県
一

斉
清

掃
参

加
人

数
現

状
値

　
7
.2

万
人

（
H

2
9
年

度
）

＜
成

果
指

標
の

状
況

＞
全

県
一

斉
清

掃
参

加
人

数
現

状
値

　
4
.9

万
人

（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
 現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

9
0

3
3
4
3

4
2

　
海

岸
漂

着
物

の
適

正
処

理
等

の
推

進
に

つ
い

て
は

、
県

内
各

地
の

海
岸

に
お

い
て

、
海

外
か

ら
と

思
わ

れ
る

漁
具

や
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
、

発
泡

ス
チ

ロ
ー

ル
等

の
ご

み
が

大
量

に
漂

着
し

、
自

然
環

境
に

 重
大

な
影

響
を

及
ぼ

し
て

い
る

ほ
か

、
海

岸
景

観
の

悪
化

に
よ

り
観

光
資

源
と

し
て

の
価

値
の

低
下

等
を

招
い

て
い

る
。

 　
ま

た
、

平
成

2
6
年

度
以

降
の

調
査

で
、

県
内

の
海

岸
に

生
息

す
る

ヤ
ド

カ
リ
等

の
内

蔵
か

ら
マ

イ
ク

ロ
プ

ラ
ス

チ
ッ
ク

が
見

つ
か

っ
て

い
る

。
　

こ
の

こ
と

か
ら

、
海

岸
漂

着
物

に
よ

る
周

辺
環

境
へ

の
影

響
に

つ
い

て
調

査
を

進
め

る
と

と
も

に
、

海
岸

漂
着

物
の

発
生

源
対

策
の

強
化

や
効

率
的

な
改

修
処

理
体

制
の

構
築

が
必

要
で

あ
る

。

・
海

岸
漂

着
物

の
課

題
が

非
常

に
大

き
い

た
め

、
事

務
局

か
ら

説
明

し
た

課
題

を
3
4
3頁

に
記

載
し

て
は

ど
う
か

。

・
魅

力
的

な
観

光
地

で
あ

り
続

け
る

た
め

に
も

、
海

岸
漂

着
物

対
策

は
重

要
な

取
組

で
あ

る
。

ま
た

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

的
な

も
の

に
頼

り
切

る
よ

う
な

こ
と

で
は

、
ど

う
し

よ
う
も

な
い

状
況

に
あ

る
。

そ
れ

だ
け

、
大

き
な

課
題

で
あ

る
こ

と
は

記
載

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

　
海

岸
漂

着
物

の
適

正
処

理
等

の
推

進
に

つ
い

て
は

、
海

岸
漂

着
物

は
回

収
し

て
も

繰
り

返
し

漂
着

す
る

た
め

、
継

続
し

て
回

収
・
処

理
を

行
う
必

要
が

あ
る

。
　

ま
た

、
漂

着
物

の
処

理
が

で
き

な
い

離
島

も
あ

り
、

海
上

輸
送

費
が

か
さ

み
、

処
理

コ
ス

ト
が

高
く
な

る
こ

と
が

あ
る

ほ
か

、
漂

着
物

に
付

着
す

る
塩

分
の

影
響

に
よ

り
、

焼
却

施
設

に
よ

る
処

理
が

困
難

に
な

る
場

合
が

あ
る

。
　

海
岸

漂
着

物
の

発
生

源
は

、
国

内
・
国

外
由

来
の

も
の

の
ほ

か
、

道
路

側
溝

や
河

川
を

経
由

し
て

流
出

す
る

も
の

も
あ

り
、

県
内

に
お

け
る

対
策

も
重

要
で

あ
る

。
　

こ
の

こ
と

か
ら

、
本

県
の

観
光

資
源

で
あ

る
美

し
い

海
浜

の
景

観
を

守
り

、
サ

ン
ゴ

礁
、

干
潟

等
に

お
け

る
生

物
の

多
様

性
を

確
保

し
、

自
然

豊
か

な
環

境
を

保
全

す
る

た
め

、
海

岸
漂

着
問

題
を

重
要

性
を

増
し

た
課

題
と

し
て

位
置

づ
け

、
海

岸
漂

着
物

や
有

害
物

質
に

よ
る

周
辺

環
境

及
び

生
態

系
へ

の
影

響
に

つ
い

て
調

査
を

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
。

　
ま

た
、

効
率

的
な

回
収

処
理

体
制

の
構

築
、

継
続

的
な

回
収

処
理

の
実

施
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
海

岸
清

掃
活

動
・
修

学
旅

行
生

の
環

境
学

習
・
企

業
の

C
S
R

活
動

等
を

促
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

　
さ

ら
に

、
ポ

イ
捨

て
な

ど
海

岸
漂

着
物

の
発

生
に

つ
な

が
る

行
為

の
防

止
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
品

の
使

用
削

減
な

ど
発

生
源

対
策

に
つ

い
て

、
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

い
く

必
要

が
あ

る
。
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理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

9
1

3
3
4
3

4
2

―
―

地
元

住
民

や
、

漁
業

者
だ

け
で

は
も

う
解

決
で

き
な

い
状

態
に

あ
る

と
考

え
て

い
る

。
課

題
お

よ
び

対
策

の
と

こ
ろ

に
、

企
業

に
よ

る
C

S
R

活
動

の
一

環
、

観
光

客
に

よ
る

ビ
ー

チ
ク

リ
ー

ン
の

推
進

な
ど

も
入

れ
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
N

o
9
0
の

審
議

結
果

と
同

じ

9
2

3
3
4
3

4
2

―
―

人
の

出
入

り
が

少
な

く
自

然
度

が
高

く
て

生
態

系
が

非
常

に
良

好
に

保
た

れ
て

い
る

場
所

で
は

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

活
動

等
に

よ
る

回
収

が
十

分
に

行
わ

れ
ず

、
プ

ラ
ス

チ
ッ
ク

ご
み

等
が

長
期

間
放

置
さ

れ
、

マ
イ

ク
ロ

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

が
出

て
き

た
り

、
そ

れ
に

伴
う
有

害
物

質
が

生
物

か
ら

検
出

さ
れ

つ
つ

あ
る

。
海

岸
漂

着
物

に
つ

い
て

は
、

発
生

さ
せ

な
い

こ
と

も
重

要
で

あ
る

が
、

回
収

も
淡

々
と

や
っ

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
た

め
、

回
収

の
取

組
に

つ
い

て
も

今
後

の
課

題
と

し
て

し
っ

か
り

と
記

載
し

て
ほ

し
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
N

o
9
0
の

審
議

結
果

と
同

じ

9
3

3
3
4
3

4
2

―
―

河
川

内
の

ご
み

に
つ

い
て

は
、

身
近

な
と

こ
ろ

か
ら

発
生

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、
課

題
と

し
て

記
載

し
て

は
ど

う
か

。
ま

た
、

そ
れ

に
伴

う
課

題
と

し
て

、
道

路
側

溝
や

雨
水

幹
線

の
問

題
が

あ
り

、
県

内
で

は
ほ

ぼ
河

川
あ

る
い

は
海

に
直

接
排

水
さ

れ
て

い
る

た
め

、
こ

の
点

に
つ

い
て

も
、

同
様

に
記

載
し

て
は

ど
う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
N

o
9
0
の

審
議

結
果

と
同

じ
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（

 
修

 
正
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理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

9
4

3
3
4
3

4
2

―
―

海
ご

み
の

処
理

を
ど

う
し

て
い

く
の

か
考

え
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
N

o
9
0
の

審
議

結
果

と
同

じ

9
5

3
3
4
4

4
ま

た
、

平
成

2
6
年

度
以

降
の

調
査

で
、

県
内

の
海

岸
に

生
息

す
る

ヤ
ド

カ
リ
等

の
内

蔵
か

ら
マ

イ
ク

ロ
プ

ラ
ス

チ
ッ
ク

が
見

つ
か

っ
て

い
る

。

―
内

臓
が

誤
字

で
あ

る
。

ヤ
ド

カ
リ
だ

け
で

な
く
、

カ
ニ

類
、

イ
ソ

ハ
マ

グ
リ
の

体
内

か
ら

出
て

い
る

た
め

、
細

か
く
書

く
よ

り
は

一
括

し
て

記
載

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
N

o
8
5
の

審
議

結
果

と
同

じ
※

指
摘

箇
所

に
対

応
す

る
記

載
を

「
成

果
等

」
に

移
動

9
6

3
3
4
4

6
こ

の
こ

と
か

ら
、

海
岸

漂
着

物
に

よ
る

周
辺

環
境

へ
の

影
響

に
つ

い
て

調
査

を
進

め
る

と
と

も
に

、
海

岸
漂

着
物

の
発

生
源

対
策

の
強

化
や

効
率

的
な

回
収

処
理

体
制

の
構

築
が

必
要

で
あ

る
。

―
周

辺
環

境
調

査
に

は
、

化
学

物
質

に
よ

る
生

物
の

生
息

や
行

動
に

対
す

る
調

査
も

含
ま

れ
る

の
か

不
明

瞭
で

あ
る

。
周

辺
環

境
だ

け
で

な
く
、

生
態

系
へ

の
影

響
を

記
載

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
N

o
9
0
の

審
議

結
果

と
同

じ

9
7

3
3
4
5

1
0
行

ま
た

、
「
温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

量
の

抑
制

」
は

、
排

出
量

が
減

少
傾

向
に

あ
る

こ
と

か
ら

基
準

値
を

下
回

っ
て

1
,2

3
9万

ト
ン

/
年

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

ま
た

、
「
温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

量
の

抑
制

」
は

、
平

成
2
2
年

度
実

績
値

1
,3

6
8.

4
万

ｔ-
C

O
2
を

ピ
ー

ク
に

減
少

し
、

平
成

2
7
年

度
実

績
値

で
は

1
,2

3
9万

ｔ-
C

O
2
ま

で
減

少
し

て
い

た
が

、
平

成
2
8
年

度
実

績
値

で
は

1
,2

7
0.

6
万

ｔ-
C

O
2
と

前
年

度
か

ら
3
1
.6

万
ｔ-

C
O

2
増

加
し

て
お

り
、

目
標

値
の

達

成
に

向
け

て
進

展
し

て
い

る
も

の
の

さ
ら

な
る

取
り

組
み

が
必

要
で

あ
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

9
8

3
3
4
5

1
3

＜
目

標
と

す
る

す
が

た
の

状
況

＞
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
量

の
抑

制
沖

縄
県

の
現

状
（
基

準
年

）
　

1
,3

8
1万

ト
ン

/
年

（
H

2
0
年

度
）

沖
縄

県
の

現
状

（
現

状
値

）
　

1
,2

3
9万

ﾄﾝ
/
年

（
H

2
7
年

度
）

R
3
年

度
の

目
標

　
1
,2

3
3万

ﾄﾝ
/
年

＜
目

標
と

す
る

す
が

た
の

状
況

＞
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
量

の
抑

制
沖

縄
県

の
現

状
（
基

準
年

）
　

1
,3

8
1万

t-
C

O
2
（
H

2
0
年

度
）

沖
縄

県
の

現
状

（
現

状
値

）
　

1
,2

7
0.

6
万

t-
C

O
2
（
H

2
8
年

度
）

R
3
年

度
の

目
標

　
1
,2

3
3万

t-
C

O
2

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

9
9

3
3
4
5

図
表

3
-
1-

3
-
1

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

量
の

推
移

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

量
の

推
移

H
2
8
年

度
値

の
追

加
C

O
2
　

1
,1

7
1.

6
万

t-
C

O
2

C
H

4
　

2
0
.5

万
t-

C
O

2

N
2
O

　
2
8
.0

万
t-

C
O

2

代
替

フ
ロ

ン
類

　
5
0
.5

万
t-

C
O

2

合
計

　
1
,2

7
0.

6
万

t-
C

O
2

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
0
0

3
3
4
6

2
6

こ
れ

ら
の

取
り

組
み

や
平

成
2
7
年

度
か

ら
の

製
造

業
に

お
け

る
～

(省
略

)～
基

準
値

の
2
1
9万

ｔ-
C

O
2
か

ら
平

成
2
9
年

度
報

告
値

（
平

成
2
7

年
度

実
績

値
）
に

は
1
6
0.

7
万

ｔ-
C

O
2
と

な
り

、
現

時
点

で
目

標
値

を
下

回
っ

て
改

善
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
り

組
み

や
平

成
2
7
年

度
か

ら
の

製
造

業
に

お
け

る
～

(省
略

)～
基

準
値

の
2
1
9万

ｔ-
C

O
2
か

ら
平

成
3
0
年

度
報

告
値

（
平

成
2
8
年

度
実

績
値

）
に

は
1
4
7.

1
万

ｔ-
C

O
2
と

な
り

、
現

時
点

で
目

標
値

を
達

成
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
0
1

3
3
4
6

2
9

ま
た

、
民

生
家

庭
部

門
に

お
け

る
二

酸
化

炭
素

排
出

量
は

、
基

準
値

の
2
9
8万

t-
C

O
2
か

ら
減

少
傾

向
に

あ
り

、
平

成
2
9
年

度
報

告
値

（
平

成
2
7
年

度
実

績
値

）
に

は
2
6
6.

7
万

t-
C

O
2
と

な
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

。

ま
た

、
民

生
家

庭
部

門
に

お
け

る
二

酸
化

炭
素

排
出

量
は

、
基

準
値

の
2
9
8万

t-
C

O
2
か

ら
減

少
傾

向
に

あ
り

、
平

成
3
0
年

度
報

告
値

（
平

成
2
8
年

度
実

績
値

）
に

は
2
5
1.

6
万

t-
C

O
2
と

な
り

、
目

標
値

を
達

成

す
る

見
込

み
で

あ
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
0
2

3
3
4
6

3
2

さ
ら

に
、

民
生

業
務

部
門

に
お

け
る

二
酸

化
炭

素
排

出
量

は
、

基
準

値
の

3
1
3万

t-
C

O
2
か

ら
減

少
傾

向
に

あ
り

、
平

成
2
9
年

度
報

告
値

（
平

成
2
7
年

度
実

績
値

）
に

は
2
6
5.

7
万

t-
C

O
2
(※

)と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

一
方

、
民

生
業

務
部

門
に

お
け

る
二

酸
化

炭
素

排
出

量
は

、
基

準
値

の
3
1
3万

t-
C

O
2
か

ら
減

少
傾

向
に

あ
り

、
平

成
3
0
年

度
報

告
値

（
平

成
2
8
年

度
実

績
値

）
に

は
2
9
0.

5
万

t-
C

O
2
と

な
り

、
観

光
客

数
の

増

加
に

伴
う
ホ

テ
ル

や
旅

館
等

か
ら

の
排

出
量

が
増

加
傾

向
に

あ
り

、
部

門
全

体
と

し
て

横
ば

い
の

状
態

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
た

進
展

が
遅

れ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

※
当

初
の

平
成

2
9
年

度
報

告
値

（
平

成
2
7

年
度

実
績

）
の

2
6
5.

7
万

t-
C

O
2
は

、
電

力
排

出
係

数
を

C
O

2
ク

レ
ジ

ッ
ト

調
整

し
た

後
の

数

値
で

あ
っ

た
た

め
訂

正
す

る
。
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理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

1
0
3

3
3
4
6

4
2

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

運
輸

部
門

に
お

け
る

二
酸

化
炭

素
排

出
量

は
、

基
準

値
の

3
6
5万

t-
C

O
2
か

ら
平

成
2
9
年

度
報

告
値

（
平

成
2
7

年
度

実
績

値
）
に

は
3
4
5.

2
万

t-
C

O
2
と

な
り

、
観

光
客

数
の

増
加

に
伴

う
航

空
機

発
着

回
数

の
増

加
等

に
よ

り
目

標
値

に
達

し
て

い
な

い
も

の
の

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

運
輸

部
門

に
お

け
る

二
酸

化
炭

素
排

出
量

は
、

基
準

値
の

3
6
5万

t-
C

O
2
か

ら
平

成
3
0
年

度
報

告
値

（
平

成
2
8
年

度
実

績
値

）
に

は
3
7
7.

4
万

t-
C

O
2
と

な
り

、
自

動
車

保
有

台

数
の

増
加

や
観

光
客

数
の

増
加

に
伴

う
航

空
機

発
着

回
数

の
増

加
等

に
よ

り
基

準
値

よ
り

も
増

加
し

て
お

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
た

進
展

が
遅

れ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
0
4

3
3
4
6

7
※

成
果

指
標

の
評

価
・
分

析
に

つ
い

て
―

二
酸

化
炭

素
の

排
出

量
に

つ
い

て
、

運
輸

部
門

に
つ

い
て

は
、

陸
・
海

・
空

と
分

野
を

分
け

て
評

価
・
分

析
す

る
こ

と
で

二
酸

化
炭

素
排

出
量

を
減

ら
す

こ
と

が
で

き
る

の
で

は
な

い
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

現
在

も
陸

・
海

・
空

の
活

動
指

標
を

把
握

し
、

評
価

・
分

析
し

て
い

る
た

め
、

原
文

の
ま

ま
と

す
る

。

1
0
5

3
章

P
3
4
6

2
7
行

※
C

O
2
の

表
記

の
方

法
に

つ
い

て
P

3
4
6･

2
7
行

～
P

3
4
7･

3
行

P
3
4
7･

5
行

～
1
5
行

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
現

状
値

産
業

部
門

に
お

け
る

二
酸

化
炭

素
排

出
量

　
1
4
7.

1
万

t-
C

O
2
（
H

2
8

年
度

)
民

生
家

庭
部

門
に

お
け

る
二

酸
化

炭
素

排
出

量
　

2
5
1.

6
万

t-
C

O
2
(H

2
8
年

度
）

民
生

業
務

部
門

に
お

け
る

二
酸

化
炭

素
排

出
量

　
2
9
0.

5
万

t-
C

O
2
(H

2
8
年

度
）

運
輸

部
門

に
お

け
る

二
酸

化
炭

素
排

出
量

　
3
7
7.

4
万

t-
C

O
2
(H

2
8

年
度

）

P
3
4
7･

5
行

～
1
5
行

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
現

状
値

産
業

部
門

に
お

け
る

二
酸

化
炭

素
排

出
量

　
1
4
7.

1
万

t-
C

O
2
（
H

2
8
年

度
)

民
生

家
庭

部
門

に
お

け
る

二
酸

化
炭

素
排

出
量

　
2
5
1.

6
万

t-
C

O
2
(H

2
8
年

度
）

民
生

業
務

部
門

に
お

け
る

二
酸

化
炭

素
排

出
量

　
2
9
0.

5
万

t-
C

O
2
(H

2
8
年

度
）

運
輸

部
門

に
お

け
る

二
酸

化
炭

素
排

出
量

　
3
7
7.

4
万

t-
C

O
2
(H

2
8
年

度
）

3
4
6頁

か
ら

「
C

O
２
」
の

表
記

の
「
２

」
が

下
付

に
な

っ
て

い
る

も
の

と
な

っ
て

い
な

い
も

の
が

あ
り

、
表

の
中

で
も

同
様

に
下

付
に

な
っ

て
い

る
も

の
と

な
っ

て
い

な
い

も
の

が
あ

る
の

で
、

統
一

し
た

方
が

よ
い

。
※

下
付

の
表

記
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

※
他

の
箇

所
に

つ
い

て
も

「
C

O
2
」
の

表
記

に

統
一

す
る

。
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番
号

章
頁

行
報

 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

1
0
6

3
3
4
7

8
＜

主
な

成
果

指
標

の
状

況
＞

産
業

部
門

に
お

け
る

二
酸

化
炭

素
排

出
量

現
状

値
　

1
6
0.

7
万

ｔ－
C

O
2
（
H

2
7

年
度

）

＜
成

果
指

標
の

状
況

＞
産

業
部

門
に

お
け

る
二

酸
化

炭
素

排
出

量 現
状

値
　

1
4
7.

1
万

ｔ-
C

O
2
（
H

2
8
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
 現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
0
7

3
3
4
7

1
0
行

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
民

生
家

庭
部

門
に

お
け

る
二

酸
化

炭
素

排
出

量
現

状
値

　
2
6
6.

7
万

ｔ－
C

O
2
（
H

2
7

年
度

）

＜
成

果
指

標
の

状
況

＞
民

生
家

庭
部

門
に

お
け

る
二

酸
化

炭
素

排
出

量
現

状
値

　
2
5
1.

6
万

ｔ-
C

O
2
（
H

2
8
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
 現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
0
8

3
3
4
7

1
2

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
民

生
業

務
部

門
に

お
け

る
二

酸
化

炭
素

排
出

量
現

状
値

　
2
6
5.

7
万

ｔ－
C

O
2
（
H

2
7

年
度

）

＜
成

果
指

標
の

状
況

＞
民

生
業

務
部

門
に

お
け

る
二

酸
化

炭
素

排
出

量
現

状
値

　
2
9
0.

5
万

ｔ-
C

O
2
（
H

2
8
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
 現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
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番
号

章
頁

行
報

 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

1
0
9

3
3
4
7

1
4

＜
主

な
成

果
指

標
の

状
況

＞
運

輸
部

門
に

お
け

る
二

酸
化

炭
素

排
出

量
現

状
値

　
3
4
5.

2
万

ｔ－
C

O
2
（
H

2
7

年
度

）

＜
成

果
指

標
の

状
況

＞
運

輸
部

門
に

お
け

る
二

酸
化

炭
素

排
出

量 現
状

値
　

3
7
7.

4
万

ｔ-
C

O
2
（
H

2
8
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
 現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
1
0

3
3
4
7

2
8

今
後

、
観

光
客

の
増

加
に

伴
い

、
各

部
門

の
二

酸
化

炭
素

排
出

量
が

増
加

す
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
引

き
続

き
各

部
門

に
お

け
る

取
組

の
強

化
が

求
め

ら
れ

る
。

観
光

客
１

人
当

た
り

の
二

酸
化

炭
素

排
出

量
は

減
少

傾
向

に
あ

る
も

の
の

、
近

年
の

急
激

な
観

光
客

数
の

増
加

に
伴

っ
て

、
二

酸
化

炭
素

排
出

量
が

増
加

す
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
引

き
続

き
各

部
門

に
お

け
る

取
組

の
強

化
が

求
め

ら
れ

る
。

運
輸

部
門

と
民

生
業

務
部

門
に

お
け

る
C

O
2
排

出
量

の
達

成
状

況
が

近
年

の
観

光
客

増
加

の
影

響
で

「
進

展
遅

れ
」
と

な
っ

て
い

る
が

、
今

後
も

観
光

客
数

の
増

加
が

見
込

ま
れ

る
た

め
、

１
人

あ
た

り
の

C
O

2
排

出
量

と
い

っ
た

指
標

で

取
り

組
み

の
成

果
を

説
明

す
る

こ
と

も
必

要
で

は
な

い
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
1
1

3
3
4
7

3
0

こ
の

こ
と

か
ら

、
各

種
啓

発
活

動
等

に
よ

る
環

境
対

応
車

の
普

及
促

進
、

エ
コ

ド
ラ

イ
ブ

の
推

進
、

鉄
軌

道
を

含
む

新
た

な
公

共
交

通
シ

ス
テ

ム
と

地
域

を
結

ぶ
利

便
性

の
高

い
公

共
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

の
推

進
、

公
共

交
通

機
関

の
利

用
促

進
等

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

こ
の

こ
と

か
ら

、
Ｌ

Ｅ
Ｄ

照
明

な
ど

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

設
備

改
修

等
に

よ
る

二
酸

化
炭

素
排

出
量

削
減

事
例

を
積

極
的

に
情

報
発

信
す

る
ほ

か
、

各
種

啓
発

活
動

等
に

よ
る

環
境

対
応

車
の

普
及

促
進

、
エ

コ
ド

ラ
イ

ブ
の

推
進

、
鉄

軌
道

を
含

む
新

た
な

公
共

交
通

シ
ス

テ
ム

と
地

域
を

結
ぶ

利
便

性
の

高
い

公
共

交
通

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

の
推

進
、

公
共

交
通

機
関

の
利

用
促

進
並

び
に

観
光

施
設

や
商

業
施

設
へ

の
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
設

備
の

導
入

促
進

等
、

関
係

機
関

が
連

携
し

て
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

①
補

助
金

を
受

け
ず

に
集

落
の

街
灯

に
Ｌ

Ｅ
Ｄ

を
導

入
し

た
事

例
が

あ
る

。
こ

の
よ

う
な

事
例

を
県

内
で

共
有

で
き

る
よ

う
な

取
組

を
記

載
で

き
な

い
か

。

②
観

光
客

の
増

加
に

伴
う
C

O
2
排

出

量
の

増
加

を
抑

制
す

る
た

め
に

、
観

光
施

設
や

商
業

施
設

等
に

お
け

る
省

エ
ネ

設
備

等
の

普
及

に
向

け
た

関
係

部
局

と
連

携
し

た
取

組
を

記
載

で
き

な
い

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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書
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（

 
修

 
正
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案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

1
1
2

3
3
4
7

3
0

※
環

境
対

応
車

の
普

及
促

進
に

向
け

た
新

た
な

規
制

に
つ

い
て

―
・
公

用
車

を
全

て
電

気
自

動
車

に
代

え
、

レ
ン

タ
カ

ー
も

電
気

自
動

車
じ

ゃ
な

い
と

い
け

な
い

な
ど

、
象

徴
的

な
取

組
を

記
載

し
て

は
ど

う
か

。
・
他

県
で

で
き

な
い

よ
う
な

規
制

を
行

い
、

低
炭

素
社

会
の

実
現

に
向

け
て

、
沖

縄
だ

か
ら

で
き

る
と

い
う
差

別
化

を
図

れ
る

取
組

を
記

載
し

て
は

ど
う
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

県
に

お
い

て
、

電
気

自
動

車
を

含
め

た
環

境
対

応
車

の
導

入
促

進
に

向
け

た
普

及
啓

発
を

引
き

続
き

行
っ

て
い

く
も

の
と

し
、

原
文

の
ま

ま
と

す
る

。

1
1
3

3
3
6
9

2
9

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

県
民

に
よ

る
緑

化
活

動
件

数
は

、
～

（
省

略
）
～

2
9
年

度
の

6
1
件

と
６

件
増

加
し

て
お

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
着

実
に

推
進

し
て

い
る

。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

県
民

に
よ

る
緑

化
活

動
件

数
は

、
～

（
省

略
）
～

3
0
年

度
の

6
2
件

と
７

件
増

加
し

て
お

り
、

目
標

値
を

達
成

す
る

見
込

み
で

あ
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
1
4

3
3
7
0

6
＜

主
な

成
果

指
標

の
状

況
＞

県
民

に
よ

る
緑

化
活

動
件

数
現

状
値

　
6
1
件

（
H

2
9
年

度
）

＜
成

果
指

標
の

状
況

＞
県

民
に

よ
る

緑
化

活
動

件
数

現
状

値
　

6
2
件

（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
 現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙
１

整
理

番
号

章
頁

行
報

 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

1
1
5

3
4
1
7

3
2

こ
れ

ら
の

取
り

組
み

な
ど

に
よ

り
、

航
空

機
騒

音
環

境
基

準
達

成
率

は
上

昇
し

て
い

る
が

、
米

軍
機

等
の

運
用

に
大

き
く
左

右
さ

れ
る

こ
と

な
ど

か
ら

、
一

部
地

点
で

依
然

と
し

て
環

境
基

準
超

過
の

状
況

が
継

続
し

県
民

の
生

活
環

境
に

大
き

な
影

響
を

与
え

て
お

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

一
層

の
推

進
が

必
要

で
あ

る
。

　
し

か
し

な
が

ら
、

米
軍

飛
行

場
周

辺
で

は
環

境
基

準
を

超
過

し
た

測
定

局
が

平
成

3
0
年

度
は

1
0
局

（
嘉

手
納

飛
行

場
周

辺
８

局
、

普
天

間
飛

行
場

周
辺

２
局

）
と

依
然

と
し

て
多

く
あ

る
こ

と
や

、
近

年
、

外
来

機
の

飛
来

に
よ

る
騒

音
が

激
化

し
て

い
る

こ
と

な
ど

か
ら

、
米

軍
機

に
よ

る
騒

音
が

県
民

の
生

活
環

境
に

大
き

な
影

響
を

及
ぼ

し
て

い
る

状
況

に
あ

る
。

　
な

お
、

航
空

機
騒

音
環

境
基

準
達

成
率

は
、

平
成

3
0
年

度
6
8
.8

％
と

基
準

年
度

か
ら

上
昇

し
て

い
る

が
、

こ
れ

は
測

定
局

の
増

設
及

び
環

境
基

準
の

見
直

し
に

よ
る

影
響

を
受

け
た

も
の

で
あ

り
、

こ
れ

ら
を

除
い

た
場

合
の

達
成

率
は

5
4
.2

％
と

な
り

、
基

準
年

度
5
3
％

と
ほ

ぼ
横

ば
い

の
数

値
と

な
っ

て
い

る
。

基
準

で
あ

る
H

2
2
と

現
状

の
H

2
9
で

は
、

騒
音

観
測

地
点

数
が

異
な

る
と

の
説

明
が

あ
っ

た
が

、
H

2
9
で

は
騒

音
観

測
地

点
数

を
増

や
し

た
結

果
、

計
算

上
、

環
境

基
準

の
達

成
率

は
上

昇
し

て
い

る
が

、
分

母
が

異
な

る
以

上
、

単
純

に
達

成
率

の
比

較
は

で
き

な
い

た
め

、
今

回
は

現
状

値
に

増
加

し
た

地
点

数
を

含
む

値
と

、
含

ま
な

い
値

の
両

方
を

記
載

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
1
6

3
4
1
7

3
2

※
成

果
指

標
の

評
価

に
つ

い
て

（
航

空
機

騒
音

環
境

基
準

達
成

率
）

―
測

定
局

数
の

割
合

で
み

る
と

「
進

展
」

や
「
達

成
」
と

い
う
評

価
を

し
て

い
る

が
、

依
然

と
し

て
環

境
基

準
を

超
過

し
て

い
る

測
定

局
が

多
数

あ
る

よ
う
な

場
合

、
実

情
を

踏
ま

え
た

評
価

に
す

る
必

要
が

あ
る

。
背

景
・
要

因
の

分
析

で
現

況
を

記
載

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
N

o
1
1
5及

び
1
2
2の

審
議

結
果

と
同

じ

-43-



別
紙
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整
理

番
号

章
頁

行
報

 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

1
1
7

3
4
1
7

1
8

･･
･環

境
汚

染
の

把
握

に
務

め
た

。
･･

･環
境

汚
染

の
把

握
に

務
め

た
が

、
米

軍
施

設
内

で
の

排
水

調
査

は
平

成
2
6
年

度
か

ら
実

施
で

き
て

い
な

い
状

況
が

続
い

て
い

る
。

そ
の

た
め

、
基

地
排

水
に

お
け

る
排

水
基

準
達

成
率

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
2
年

度
の

8
8
％

か
ら

平
成

2
5
年

度
の

1
0
0％

と
目

標
値

を
達

成
し

て
い

る
が

、
平

成
2
6
年

度
以

降
の

達
成

率
は

把
握

で
き

て
い

な
い

。
　

基
地

周
辺

公
共

用
水

域
に

お
け

る
環

境
基

準
達

成
率

は
、

平
成

2
2
年

度
か

ら
1
0
0％

を
維

持
し

て
お

り
、

目
標

値
を

達
成

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

②
全

て
の

成
果

指
標

を
記

載
す

る
。

③
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
1
8

3
4
1
7

―
※

成
果

指
標

に
つ

い
て

（
基

地
排

水
に

お
け

る
排

水
基

準
達

成
率

）

―
一

般
的

に
水

質
基

準
と

い
う
の

は
排

水
口

で
の

基
準

で
あ

り
、

本
来

で
あ

れ
ば

出
た

と
こ

ろ
で

観
測

す
べ

き
だ

と
考

え
て

い
る

。
基

地
内

の
排

水
に

つ
い

て
は

、
排

水
が

広
い

基
地

の
中

を
通

っ
て

外
に

流
れ

出
る

ま
で

の
間

に
汚

染
物

質
が

希
釈

さ
れ

る
可

能
性

が
あ

る
こ

と
を

考
え

る
と

、
基

地
の

外
で

は
な

く
、

中
で

の
調

査
結

果
に

基
づ

い
て

排
水

基
準

を
確

認
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
米

軍
へ

の
立

入
を

求
め

る
必

要
が

あ
る

旨
記

載
し

て
は

ど
う
か

。

【
原

文
の

ま
ま

】
基

地
内

の
立

入
調

査
に

つ
い

て
は

、
米

軍
基

地
か

ら
派

生
す

る
諸

問
題

へ
の

対
応

に
お

け
る

課
題

と
し

て
、

4
1
8頁

2
2
行

か
ら

2
4
行

に
お

い
て

引
き

続
き

米
軍

等
に

対
し

施
設

内
の

立
入

を
求

め
て

い
く
必

要
が

あ
る

旨
記

載
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

原
文

の
ま

ま
と

す
る

。
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別
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１

整
理

番
号

章
頁

行
報

 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

1
1
9

3
4
1
8

2
＜

主
な

成
果

指
標

の
状

況
＞

（
追

加
）

＜
成

果
指

標
の

状
況

＞
基

地
排

水
に

お
け

る
排

水
基

準
達

成
率

現
状

値
　

1
0
0％

（
H

2
5
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
 現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

②
 ＜

主
な

成
果

指
標

の
状

況
＞

欄
に

す
べ

て
の

成
果

指
標

を
掲

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
2
0

3
4
1
8

5
＜

主
な

成
果

指
標

の
状

況
＞

基
地

周
辺

公
共

水
域

に
お

け
る

環
境

基
準

達
成

率
現

状
値

　
1
0
0％

（
H

2
9
 年

度
）

＜
成

果
指

標
の

状
況

＞
基

地
周

辺
公

共
水

域
に

お
け

る
環

境
基

準
達

成
率

現
状

値
　

1
0
0％

（
H

3
0
 年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
 現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
2
1

3
4
1
8

7
＜

主
な

成
果

指
標

の
状

況
＞

航
空

機
騒

音
環

境
基

準
達

成
率

現
状

値
　

7
1
.9

％
（
H

2
9
年

度
）

＜
成

果
指

標
の

状
況

＞
航

空
機

騒
音

環
境

基
準

達
成

率
現

状
値

　
6
8
.8

％
（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
 現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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番
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章
頁

行
報

 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

1
2
2

3
4
1
8

図
表

基
準

値
　

1
0
0％

（
H

2
2
）

現
状

値
　

7
1
.9

％
（
H

2
9
）

（
以

下
の

指
標

も
追

記
す

る
。

）
＜

参
考

＞
航

空
機

騒
音

環
境

基
準

達
成

率
（
測

定
局

増
設

及
び

環
境

基
準

見
直

し
の

影
響

除
く
）

基
準

値
　

5
3
.0

％
（
H

2
1
年

度
）
　

現
状

値
5
4
.2

％
（
H

3
0
年

度
）
　

R
3
年

度
目

標
値

8
0
％

　
基

準
で

あ
る

H
2
2
と

現
状

の
H

2
9
で

は
、

騒
音

観
測

地
点

数
が

異
な

る
と

の
説

明
が

あ
っ

た
が

、
H

2
9
で

は
騒

音
観

測
地

点
数

を
増

や
し

た
結

果
、

計
算

上
、

環
境

基
準

の
達

成
率

は
上

昇
し

て
い

る
が

、
分

母
が

異
な

る
以

上
、

単
純

に
達

成
率

の
比

較
は

で
き

な
い

た
め

、
今

回
は

現
状

値
に

増
加

し
た

地
点

数
を

含
む

値
と

、
含

ま
な

い
値

の
両

方
を

記
載

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
2
3

3
4
1
8

―
※

航
空

機
騒

音
の

実
態

に
つ

い
て

【
図

表
　

嘉
手

納
飛

行
場

周
辺

に
お

け
る

航
空

機
騒

音
測

定
結

果
】
挿

入

【
図

表
　

普
天

間
飛

行
場

周
辺

に
お

け
る

航
空

機
騒

音
測

定
結

果
】
挿

入

航
空

機
騒

音
の

実
態

を
示

す
資

料
と

し
て

、
航

空
機

騒
音

の
実

態
が

わ
か

る
資

料
を

総
点

検
報

告
書

に
添

付
し

て
は

ど
う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
2
4

3
4
2
4

1
※

二
酸

化
炭

素
排

出
量

削
減

に
係

る
課

税
優

遇
措

置
に

つ
い

て
―

報
告

書
で

電
気

業
に

対
す

る
優

遇
制

度
が

紹
介

さ
れ

て
い

る
が

、
民

生
部

門
・
運

輸
部

門
等

の
排

出
量

の
低

減
に

関
す

る
設

備
投

資
に

つ
い

て
償

却
資

産
税

等
の

課
税

免
除

の
対

策
も

記
載

し
て

は
ど

う
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

国
が

行
っ

て
い

る
各

種
税

制
優

遇
措

置
を

注
視

し
て

い
く
こ

と
と

し
、

原
文

の
ま

ま
と

す
る

。

1
2
5

3
5
7
3

1
7

※
海

岸
漂

着
物

の
回

収
・
処

理
に

つ
い

て
―

十
分

な
取

組
み

が
行

わ
れ

て
き

た
と

言
え

る
か

疑
問

で
あ

る
。

長
年

に
わ

た
っ

て
大

量
の

漂
着

が
繰

り
返

さ
れ

、
生

態
系

等
に

多
大

な
負

の
影

響
を

与
え

て
い

る
。

特
に

緊
急

性
の

高
い

「
危

険
・
有

害
な

漂
着

物
」
に

つ
い

て
、

早
急

に
実

態
の

把
握

を
す

る
必

要
が

あ
る

た
め

、
そ

の
旨

記
載

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
N

o
6
9
の

審
議

結
果

と
同

じ
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紙
１

整
理

番
号

章
頁

行
報

 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

1
2
6

3
5
7
3

―
※

海
岸

漂
着

物
対

策
に

係
る

国
際

的
な

取
決

め
を

考
慮

し
た

記
載

に
つ

い
て

―
海

岸
漂

着
物

を
誰

が
処

理
す

る
か

が
国

際
的

に
問

題
に

な
っ

て
い

る
。

離
島

、
沖

縄
本

島
に

来
る

海
岸

漂
着

物
を

沖
縄

県
内

だ
け

で
処

理
す

る
の

は
無

理
で

あ
る

。
国

際
的

な
何

ら
か

の
処

理
の

取
決

め
が

あ
る

と
思

う
の

で
、

そ
こ

も
考

慮
し

た
記

載
と

し
て

ほ
し

い
。

【
原

文
の

と
お

り
】

海
岸

漂
着

物
に

つ
い

て
は

、
国

の
補

助
金

を
活

用
し

、
海

岸
管

理
者

や
市

町
村

と
連

携
し

て
回

収
処

理
を

実
施

し
て

い
る

。
プ

ラ
ス

チ
ッ
ク

ご
み

に
よ

る
海

洋
汚

染
は

国
際

的
な

問
題

と
な

っ
て

い
る

が
、

排
出

抑
制

や
処

理
に

つ
い

て
国

際
的

な
取

決
め

は
存

在
せ

ず
、

Ｇ
７

サ
ミ
ッ

ト
や

Ｇ
2
0
サ

ミ
ッ
ト

で
話

し
合

い
が

行
わ

れ
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

た
め

、
原

文
の

ま
ま

と
す

る
。

1
2
7

3
5
7
3

1
6

※
離

島
関

連
箇

所
へ

の
離

島
廃

棄
物

対
策

及
び

海
岸

漂
着

物
の

回
収

・
処

理
の

追
記

に
つ

い
て

　
廃

棄
物

に
つ

い
て

は
、

離
島

市
町

村
の

効
率

的
な

ご
み

処
理

体
制

を
構

築
す

る
た

め
、

ご
み

運
搬

費
低

減
等

の
具

体
的

方
策

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

ト
を

行
い

広
域

化
に

よ
る

コ
ス

ト
低

減
策

を
離

島
自

治
体

ご
と

に
示

す
と

と
も

に
、

ご
み

処
理

状
況

及
び

処
理

体
制

の
調

査
、

ご
み

処
理

状
況

個
別

表
（
カ

ル
テ

）
の

作
成

な
ど

、
離

島
の

廃
棄

物
処

理
の

構
造

的
不

利
性

解
消

に
係

る
調

査
等

を
実

施
し

た
。

　
離

島
の

海
岸

漂
着

物
に

つ
い

て
は

、
国

の
補

助
金

を
活

用
し

、
海

岸
管

理
者

や
市

町
村

と
連

携
し

て
回

収
処

理
を

実
施

し
た

。
こ

の
取

組
に

よ
り

、
平

成
2
3
年

度
か

ら
平

成
3
0
年

度
ま

で
に

約
2
7
,0

0
0m

3
（
約

3
,7

0
0ト

ン
）
の

漂
着

物
を

回
収

処
理

し
、

海
岸

の
景

観
や

環
境

保
全

に
寄

与
し

た
。

5
7
2頁

～
5
7
4頁

に
記

載
さ

れ
て

い
る

（
成

果
等

）
に

廃
棄

物
を

加
え

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
て

い
る

。
第

５
章

圏
域

別
展

開
で

、
各

圏
域

別
の

成
果

が
記

載
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
内

容
を

参
考

に
追

記
で

き
な

い
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

ま
た

、
5
7
3頁

1
8
行

の
「
海

岸
漂

着
物

の
回

収
、

処
理

の
支

援
、

」
は

重
複

す
る

た
め

削
除

す
る

。
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別
紙
１

整
理

番
号

章
頁

行
報

 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

1
2
8

3
5
7
5

1
6

※
離

島
関

連
箇

所
へ

の
離

島
廃

棄
物

対
策

及
び

海
岸

漂
着

物
の

回
収

・
処

理
の

追
記

に
つ

い
て

5
7
5頁

に
記

載
さ

れ
て

い
る

（
課

題
及

び
対

策
）
に

廃
棄

物
を

加
え

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
て

い
る

。
第

２
章

9
8
～

9
9
頁

に
離

島
に

お
け

る
廃

棄
物

対
策

の
現

状
と

課
題

が
記

載
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
内

容
を

参
考

に
追

記
し

て
は

ど
う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

6
7
2頁

2
1
行

目
の

「
や

廃
棄

物
処

理
」
は

重
複

す
る

た
め

削
除

す
る

。

　
離

島
の

廃
棄

物
対

策
に

つ
い

て
は

、
廃

棄
物

処
理

施
設

の
建

設
コ

ス
ト

が
割

高
に

な
る

と
い

う
構

造
的

不
利

性
に

加
え

、
島

内
で

処
理

で
き

な
い

廃
棄

物
は

、
沖

縄
島

等
で

処
理

せ
ざ

る
を

得
ず

、
こ

れ
ら

も
処

理
コ

ス
ト

を
押

し
上

げ
る

要
因

と
な

っ
て

い
る

。
　

ま
た

、
宮

古
島

市
、

石
垣

市
な

ど
を

除
き

、
産

業
廃

棄
物

処
理

業
者

が
ほ

と
ん

ど
存

在
し

な
い

た
め

島
内

処
理

で
き

ず
、

島
外

や
県

外
で

処
理

せ
ざ

る
を

得
な

い
状

況
に

あ
る

。
　

そ
の

た
め

、
一

般
廃

棄
物

処
理

施
設

整
備

補
助

制
度

の
補

助
率

嵩
上

げ
が

必
要

で
あ

る
。

　
ま

た
、

市
町

村
が

法
令

に
基

づ
き

産
業

廃
棄

物
を

一
般

廃
棄

物
と

合
わ

せ
て

処
理

す
る

場
合

、
産

業
廃

棄
物

処
理

に
必

要
な

施
設

建
設

費
を

補
助

対
象

と
す

る
よ

う
、

既
存

補
助

制
度

の
拡

充
が

必
要

で
あ

る
。

　
海

岸
漂

着
物

の
適

正
処

理
等

の
推

進
に

つ
い

て
は

海
岸

漂
着

物
を

回
収

し
て

も
繰

り
返

し
漂

着
す

る
た

め
、

海
岸

漂
着

物
問

題
を

重
要

性
の

増
し

た
課

題
と

し
て

位
置

づ
け

、
周

辺
環

境
及

び
生

態
系

へ
の

影
響

に
つ

い
て

調
査

す
る

と
と

も
に

、
効

率
的

な
回

収
体

制
の

構
築

、
継

続
的

な
回

収
処

理
の

実
施

、
海

岸
清

掃
活

動
等

を
促

進
さ

せ
る

必
要

が
あ

る
。

　
ま

た
、

海
岸

漂
着

物
は

、
山

、
川

、
海

へ
と

つ
な

が
る

水
の

流
れ

を
通

じ
て

発
生

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
品

の
使

用
削

減
、

ポ
イ

捨
て

防
止

な
ど

陸
域

で
の

発
生

源
対

策
に

つ
い

て
、

積
極

的
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。
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別
紙
１

整
理

番
号

章
頁

行
報

 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

1
2
9

3
5
7
5

―
※

離
島

の
生

活
環

境
基

盤
の

整
備

と
廃

棄
物

処
理

に
つ

い
て

―
離

島
地

域
の

「
廃

棄
物

処
理

」
に

つ
い

て
、

広
域

的
な

対
応

が
困

難
、

高
コ

ス
ト

構
造

と
な

ら
ざ

る
を

得
な

い
な

ど
、

課
題

で
は

言
及

し
て

い
る

も
の

の
、

現
状

、
取

組
み

、
成

果
と

も
に

不
明

で
あ

る
。

一
般

廃
棄

物
処

理
が

市
区

町
村

の
事

務
で

あ
る

こ
と

は
承

知
し

て
い

る
が

、
「
沖

縄
2
1
世

紀
ビ

ジ
ョ
ン

」
で

は
、

離
島

の
生

活
基

盤
の

充
実

・
強

化
に

つ
い

て
「
県

民
全

体
で

支
え

合
う
新

た
な

仕
組

み
を

構
築

」
の

旨
が

明
記

さ
れ

て
い

る
。

離
島

自
治

体
の

深
刻

な
実

状
等

を
ふ

ま
え

、
「
廃

棄
物

処
理

」
に

つ
い

て
、

取
り

組
む

べ
き

課
題

や
方

策
な

ど
総

点
検

と
し

て
し

っ
か

り
扱

う
べ

き
で

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
N

o
1
2
7及

び
1
2
8の

審
議

結
果

と
同

じ

1
3
0

3
5
7
5

1
6

―
―

離
島

は
「
エ

ネ
ル

ギ
ー

」
、

「
ご

み
」
、

「
水

道
」
の

３
つ

が
問

題
に

な
る

の
で

、
主

題
（
３

章
・
４

章
）
に

も
記

載
し

て
は

ど
う
か

。
（
離

島
に

お
け

る
ご

み
問

題
に

係
る

部
分

）

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
N

o
1
2
7及

び
1
2
8の

審
議

結
果

と
同

じ

1
3
1

4
6
6
6

1
8

米
軍

基
地

の
運

用
に

伴
う
環

境
問

題
に

つ
い

て
、

米
軍

航
空

機
騒

音
は

、
嘉

手
納

飛
行

場
周

辺
や

普
天

間
飛

行
場

周
辺

で
環

境
基

準
を

超
過

し
て

お
り

、
そ

の
他

の
基

地
公

害
に

つ
い

て
も

油
流

出
事

故
に

よ
る

土
壌

汚
染

や
水

質
汚

濁
が

発
生

す
る

な
ど

、
県

民
の

生
活

環
境

屋
健

康
に

影
響

を
及

ぼ
し

て
い

る
。

―
前

の
ペ

ー
ジ

ま
で

の
環

境
問

題
や

そ
の

対
応

に
つ

い
て

、
土

壌
汚

染
に

つ
い

て
は

触
れ

て
な

い
。

ま
た

、
成

績
指

標
一

覧
に

も
土

壌
汚

染
の

調
査

結
果

等
の

掲
載

が
な

い
。

土
壌

汚
染

の
取

り
扱

い
は

如
何

に
。

触
れ

な
い

の
で

あ
れ

ば
削

除
し

て
は

ど
う
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

県
で

は
基

地
周

辺
の

地
下

水
の

調
査

を
行

っ
て

お
り

、
地

下
水

の
汚

染
が

確
認

さ
れ

た
場

合
、

土
壌

汚
染

に
つ

い
て

も
調

査
を

行
う
こ

と
に

な
る

た
め

、
原

文
の

ま
ま

と
す

る
。
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別
紙
１

整
理

番
号

章
頁

行
報

 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

1
3
2

4
6
6
6

2
0

※
P

F
O

S
問

題
に

つ
い

て
―

P
F
O

S
問

題
に

つ
い

て
、

県
民

か
ら

の
関

心
が

高
い

。
基

地
問

題
の

一
つ

と
し

て
、

本
文

に
明

記
し

て
は

ど
う
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

P
F
O

S
等

の
検

出
事

例
に

つ
い

て
は

、
近

接
す

る
米

軍
基

地
が

汚
染

源
で

あ
る

可
能

性
が

あ
る

も
の

の
、

現
在

、
ま

だ
汚

染
源

の
特

定
に

は
至

っ
て

い
な

い
。

し
た

が
っ

て
、

現
段

階
で

P
F
O

S
等

の
調

査
は

6
6
6頁

の
2
0
行

の
「
水

質
等

を
継

続
し

て
調

査
・
監

視
し

」
の

中
に

含
ま

れ
る

も
の

と
と

考
え

、
原

文
の

ま
ま

と
す

る
。

1
3
3

4
6
7
1

2
2

※
離

島
関

連
箇

所
へ

の
離

島
廃

棄
物

対
策

及
び

海
岸

漂
着

物
の

回
収

・
処

理
の

追
記

に
つ

い
て

　
廃

棄
物

に
つ

い
て

は
、

離
島

市
町

村
の

効
率

的
な

ご
み

処
理

体
制

を
構

築
す

る
た

め
、

ご
み

運
搬

費
低

減
等

の
具

体
的

方
策

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

ト
を

行
い

広
域

化
に

よ
る

コ
ス

ト
低

減
策

を
離

島
自

治
体

ご
と

に
示

す
と

と
も

に
、

ご
み

処
理

状
況

及
び

処
理

体
制

の
調

査
、

ご
み

処
理

状
況

個
別

表
（
カ

ル
テ

）
の

作
成

な
ど

、
離

島
の

廃
棄

物
処

理
の

構
造

的
不

利
性

解
消

に
係

る
調

査
等

を
実

施
し

た
。

　
離

島
の

海
岸

漂
着

物
に

つ
い

て
は

、
国

の
補

助
金

を
活

用
し

、
海

岸
管

理
者

や
市

町
村

と
連

携
し

て
回

収
処

理
を

実
施

し
た

。
こ

の
取

組
に

よ
り

、
平

成
2
3
年

度
か

ら
平

成
3
0
年

度
ま

で
に

約
2
7
,0

0
0m

3
（
約

3
,7

0
0ト

ン
）
の

漂
着

物
を

回
収

処
理

し
、

海
岸

の
景

観
や

環
境

保
全

に
寄

与
し

た
。

5
7
2頁

～
5
7
4頁

に
記

載
さ

れ
て

い
る

（
成

果
等

）
に

廃
棄

物
を

加
え

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
て

い
る

。
第

5
章

圏
域

別
展

開
で

、
各

圏
域

別
の

成
果

が
記

載
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
内

容
を

参
考

に
追

記
で

き
な

い
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

6
7
1頁

2
4
行

の
「
海

岸
漂

着
物

の
回

収
、

処
理

の
支

援
、

」
は

、
重

複
す

る
た

め
削

除
す

る
。
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別
紙
１

整
理

番
号

章
頁

行
報

 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

1
3
4

4
6
7
2

3
4

※
離

島
関

連
箇

所
へ

の
離

島
廃

棄
物

対
策

及
び

海
岸

漂
着

物
の

回
収

・
処

理
の

追
記

に
つ

い
て

5
7
5頁

に
記

載
さ

れ
て

い
る

（
課

題
及

び
対

策
）
に

廃
棄

物
を

加
え

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
て

い
る

。
第

２
章

9
8
～

9
9
頁

に
離

島
に

お
け

る
廃

棄
物

対
策

の
現

状
と

課
題

が
記

載
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
内

容
を

参
考

に
追

記
し

て
は

ど
う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

6
7
2頁

2
1
行

目
の

「
や

廃
棄

物
処

理
」
は

重
複

す
る

た
め

削
除

す
る

。

　
離

島
の

廃
棄

物
対

策
に

つ
い

て
は

、
廃

棄
物

処
理

施
設

の
建

設
コ

ス
ト

が
割

高
に

な
る

と
い

う
構

造
的

不
利

性
に

加
え

、
島

内
で

処
理

で
き

な
い

廃
棄

物
は

、
沖

縄
島

等
で

処
理

せ
ざ

る
を

得
ず

、
こ

れ
ら

も
処

理
コ

ス
ト

を
押

し
上

げ
る

要
因

と
な

っ
て

い
る

。
　

ま
た

、
宮

古
島

市
、

石
垣

市
な

ど
を

除
き

、
産

業
廃

棄
物

処
理

業
者

が
ほ

と
ん

ど
存

在
し

な
い

た
め

島
内

処
理

で
き

ず
、

島
外

や
県

外
で

処
理

せ
ざ

る
を

得
な

い
状

況
に

あ
る

。
　

そ
の

た
め

、
一

般
廃

棄
物

処
理

施
設

整
備

補
助

制
度

の
補

助
率

嵩
上

げ
が

必
要

で
あ

る
。

　
ま

た
、

市
町

村
が

法
令

に
基

づ
き

産
業

廃
棄

物
を

一
般

廃
棄

物
と

合
わ

せ
て

処
理

す
る

場
合

、
産

業
廃

棄
物

処
理

に
必

要
な

施
設

建
設

費
を

補
助

対
象

と
す

る
よ

う
、

既
存

補
助

制
度

の
拡

充
が

必
要

で
あ

る
。

　
海

岸
漂

着
物

の
適

正
処

理
等

の
推

進
に

つ
い

て
は

海
岸

漂
着

物
を

回
収

し
て

も
繰

り
返

し
漂

着
す

る
た

め
、

海
岸

漂
着

物
問

題
を

重
要

性
の

増
し

た
課

題
と

し
て

位
置

づ
け

、
周

辺
環

境
及

び
生

態
系

へ
の

影
響

に
つ

い
て

調
査

す
る

と
と

も
に

、
効

率
的

な
回

収
体

制
の

構
築

、
継

続
的

な
回

収
処

理
の

実
施

、
海

岸
清

掃
活

動
等

を
促

進
さ

せ
る

必
要

が
あ

る
。

　
ま

た
、

海
岸

漂
着

物
は

、
山

、
川

、
海

へ
と

つ
な

が
る

水
の

流
れ

を
通

じ
て

発
生

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
品

の
使

用
削

減
、

ポ
イ

捨
て

防
止

な
ど

陸
域

で
の

発
生

源
対

策
に

つ
い

て
、

積
極

的
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。
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別
紙
１

整
理

番
号

章
頁

行
報

 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　
等

審
　

議
　

結
　
果

1
3
5

5
7
4
9

1
0

サ
ン

ゴ
礁

の
生

息
環

境
保

全
や

サ
ン

ゴ
礁

生
態

系
の

生
息

環
境

保
全

や
N

o
5
に

付
随

し
て

修
正

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
3
6

5
7
5
2

2
0

サ
ン

ゴ
礁

の
生

息
環

境
保

全
の

た
め

サ
ン

ゴ
礁

生
態

系
の

生
息

環
境

保
全

の
た

め
N

o
5
に

付
随

し
て

修
正

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙
　
２

部
会
名
：
環
境
部
会

No
分
 
 
野

課
 
 
題
 
 
の
 
 
内
 
 
容

課
 
題
 
設
 
定
 
の
 
考
 
え
 
方

総
点
検
報
告
書
（
素
案
）

の
関
連
箇
所

備
 
 
考

1
環
境
保
全

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
に

お
け
る
課
題
解
消
に
つ
い
て

（
問
題
）
太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
等
の
普
及
に
当
た
っ
て

は
、
送
電
網
へ
の
接
続
容
量
が
制
約
と
な
っ
て
い
る
状
況
に
あ

る
。

（
課
題
）
太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
等
の
設
備
と
蓄
電
池
の
導

入
支
援
等
の
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

第
３
章
 
34
9⾴

宮
城
部
会
⻑

2
環
境
保
全

省
エ
ネ
設
備
等
の
導
入
事
例
の

周
知
に
つ
い
て

（
問
題
）
省
エ
ネ
設
備
に
よ
る
経
費
節
減
効
果
の
認
知
度
が
低

い
状
況
に
あ
る
。

（
課
題
）
LE
D照

明
等
の
省
エ
ネ
設
備
の
導
入
に
よ
る
経
費
節

減
効
果
を
説
明
し
て
助
成
金
等
を
使
わ
ず
に
導
入
に
取
り
組
ん

だ
事
例
等
の
情
報
を
県
内
で
共
有
で
き
る
よ
う
な
取
組
が
必
要

で
あ
る
。

第
３
章
 
34
7⾴

高
平
委
員

意
 

 
 

見
 

 
 

書
 

 
 

様
 

 
 

式
（

重
要

性
を

増
し

た
課

題
及

び
新

た
な

課
題

の
抽

出
）

 
①

 重
 要

 性
 を

 増
 し

 た
 課

 題
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別
紙
　
２

No
分
 
 
野

課
 
 
題
 
 
の
 
 
内
 
 
容

課
 
題
 
設
 
定
 
の
 
考
 
え
 
方

総
点
検
報
告
書
（
素
案
）

の
関
連
箇
所

備
 
 
考

 
①

 重
 要

 性
 を

 増
 し

 た
 課

 題

3
環
境
保
全

観
光
施
設
や
商
業
施
設
等
に
お

け
る
省
エ
ネ
設
備
等
の
普
及
に

つ
い
て

（
問
題
）
観
光
客
の
増
加
に
よ
り
CO
2排

出
量
が
増
加
し
て
い

る
状
況
に
あ
る
。

（
課
題
）
観
光
施
設
や
商
業
施
設
等
に
お
け
る
省
エ
ネ
設
備
等

の
普
及
に
向
け
た
よ
り
一
層
の
取
組
が
必
要
で
あ
る
。

第
３
章
 
34
7⾴

宮
城
部
会
⻑

4
環
境
保
全

海
岸
漂
着
物
対
策
の
強
化
に
つ

い
て

（
問
題
）
海
岸
漂
着
物
が
周
辺
環
境
、
生
態
系
や
観
光
資
源
で

あ
る
海
浜
の
景
観
へ
の
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

（
課
題
）
海
岸
漂
着
物
の
回
収
や
発
生
抑
制
に
つ
い
て
よ
り
一

層
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

第
３
章
 
34
4⾴

藤
田
委
員

5
環
境
保
全

離
島
過
疎
地
域
に
お
け
る
海
岸

漂
着
物
回
収
支
援
に
つ
い
て

（
問
題
）
離
島
過
疎
地
域
で
は
自
然
度
が
高
く
生
態
系
が
非
常

に
良
好
に
保
た
れ
て
い
る
一
方
で
、
海
岸
漂
着
物
の
回
収
が
十

分
に
で
き
な
い
状
況
が
あ
る
。

（
課
題
）
離
島
過
疎
地
域
に
お
け
る
海
岸
漂
着
物
回
収
へ
の
よ

り
一
層
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

第
３
章
 
34
4⾴

藤
田
委
員
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別
紙
　
２

No
分
 
 
野

課
 
 
題
 
 
の
 
 
内
 
 
容

課
 
題
 
設
 
定
 
の
 
考
 
え
 
方

総
点
検
報
告
書
（
素
案
）

の
関
連
箇
所

備
 
 
考

 
①

 重
 要

 性
 を

 増
 し

 た
 課

 題

6
環
境
保
全

循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
た

県
⺠
へ
の
意
識
啓
発
に
つ
い
て

（
問
題
）
3R
の
推
進
等
の
循
環
型
社
会
の
実
現
の
た
め
に
は
、

意
識
啓
発
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
課
題
）
県
⺠
の
意
識
啓
発
に
向
け
た
よ
り
一
層
の
取
組
が
必

要
で
あ
る
。

第
３
章
 
34
1⾴

赤
嶺
委
員

7
環
境
保
全

米
軍
基
地
内
で
の
環
境
調
査
の

実
施
に
つ
い
て

（
問
題
）
米
軍
基
地
内
で
の
立
入
調
査
が
で
き
な
い
た
め
基
地

内
で
の
水
質
の
汚
染
状
況
が
正
確
に
把
握
で
き
な
い
状
況
に
あ

る
。

（
課
題
）
排
水
基
準
の
達
成
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
基
地
内

で
の
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

第
３
章
 
41
8⾴

第
４
章
 
66
7⾴

吉
永
委
員

8
環
境
保
全

赤
土
等
流
出
防
止
対
策
に
つ
い

て

（
問
題
）
海
域
の
赤
土
堆
積
状
況
は
改
善
し
て
い
る
も
の
の
、

赤
土
等
流
出
量
の
削
減
は
目
標
の
達
成
に
向
け
た
進
展
が
遅
れ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

（
課
題
）
関
係
機
関
と
連
携
し
農
地
等
か
ら
の
流
出
防
止
対
策

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
流
出
防
止
対
策
の
効
果
を
適
切
に
反

映
さ
せ
、
流
出
量
推
計
の
精
度
の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

第
３
章
 
33
1⾴

山
川
委
員
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別
紙
　
２

 
②

 新
 た

 に
 生

 じ
 た

 課
 題

No
分
 
 
野

課
 
 
題
 
 
の
 
 
内
 
 
容

課
 
題
 
設
 
定
 
の
 
考
 
え
 
方

総
点
検
報
告
書
（
素
案
）

の
関
連
箇
所

備
 
 
考

1
環
境
保
全

緑
化
事
業
に
お
け
る
外
来
種
対

策
に
つ
い
て

（
問
題
）
緑
化
事
業
で
使
用
す
る
苗
が
外
来
種
と
し
て
定
着
す

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。

（
課
題
）
在
来
種
の
使
用
を
推
進
す
る
取
組
が
必
要
で
あ
る
。

第
３
章
 
37
0⾴

山
川
委
員

2
環
境
保
全

海
域
に
お
け
る
水
質
改
善
に
つ

い
て

（
問
題
）
サ
ン
ゴ
が
減
少
し
て
い
る
原
因
に
つ
い
て
、
水
質
の

悪
化
も
一
因
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

（
課
題
）
陸
域
に
由
来
す
る
赤
土
等
の
土
砂
や
栄
養
塩
等
へ
の

対
応
も
含
め
た
水
質
改
善
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

第
３
章
 
33
0⾴

、
33
3⾴

中
村
委
員

3
環
境
保
全

希
少
種
保
護
に
向
け
た
密
猟
対

策
等
に
つ
い
て

（
問
題
）
希
少
種
の
乱
獲
に
よ
る
種
の
絶
滅
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。

（
課
題
）
不
法
に
捕
獲
・
採
集
さ
れ
る
希
少
種
の
保
全
・
保
護

対
策
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

第
３
章
 
33
0⾴

宮
城
部
会
⻑

高
平
委
員

藤
田
委
員

4
環
境
保
全

健
康
⻑
寿
・

保
健
医
療

犬
・
猫
等
に
よ
る
希
少
種
食
害

の
防
止
に
つ
い
て

（
問
題
）
捨
て
ら
れ
た
犬
・
猫
等
に
よ
る
野
生
生
物
の
食
害
が

希
少
種
を
保
護
す
る
上
で
の
脅
威
と
な
っ
て
い
る
。

（
課
題
）
捨
て
犬
・
捨
て
猫
を
抑
制
す
る
た
め
の
対
策
を
講
じ

る
必
要
が
あ
る
。

第
３
章
 
33
0⾴

、
40
9⾴

宮
城
部
会
⻑
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別
紙
　
２

 
②

 新
 た

 に
 生

 じ
 た

 課
 題

No
分
 
 
野

課
 
 
題
 
 
の
 
 
内
 
 
容

課
 
題
 
設
 
定
 
の
 
考
 
え
 
方

総
点
検
報
告
書
（
素
案
）

の
関
連
箇
所

備
 
 
考

5
環
境
保
全

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
係
る
観

光
管
理
に
関
す
る
課
題
の
解
決

に
つ
い
て

（
問
題
）
遺
産
登
録
後
の
観
光
客
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
観
光
に
よ
る
影
響
（
自
然
資
源
の
過
剰
利
用
に
よ
る
自
然

環
境
の
劣
化
、
ゴ
ミ
問
題
、
海
外
か
ら
の
利
用
者
等
の
地
域
の

利
用
ル
ー
ル
の
認
知
不
⾜
に
よ
り
生
じ
る
自
然
環
境
や
住
⺠
生

活
へ
の
影
響
等
）
が
懸
念
さ
れ
る
。

（
課
題
）
国
や
地
元
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
自
然
環
境
の
保

全
と
適
切
な
観
光
利
用
の
両
立
を
図
る
た
め
の
対
策
を
講
じ
る

必
要
が
あ
る
。

第
３
章
 
33
7⾴

、
33
8⾴

中
村
委
員

神
谷
委
員

（
基
盤
整
備

部
会
）

6
環
境
保
全

SD
Gs
に
関
す
る
県
の
取
組
の

国
際
的
認
知
度
向
上
に
つ
い
て

（
問
題
）
海
外
で
は
、
SD
Gs
の
目
標
と
取
組
を
紐
付
け
て
ア

ピ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

（
課
題
）
沖
縄
県
も
同
様
の
方
法
で
海
外
へ
取
組
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
必
要
が
あ
る
。

―
中
村
委
員
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別
紙
　
２

 
②

 新
 た

 に
 生

 じ
 た

 課
 題

No
分
 
 
野

課
 
 
題
 
 
の
 
 
内
 
 
容

課
 
題
 
設
 
定
 
の
 
考
 
え
 
方

総
点
検
報
告
書
（
素
案
）

の
関
連
箇
所

備
 
 
考

7
環
境
保
全

国
立
自
然
史
博
物
館
の
誘
致
に

つ
い
て

（
問
題
）
ア
ジ
ア
の
自
然
史
研
究
を
牽
引
す
る
と
と
も
に
、
沖

縄
県
の
自
然
環
境
の
魅
力
発
信
、
生
物
多
様
性
の
保
全
、
教

育
・
研
究
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
人
材
育
成
な
ど
の
拠
点
と
な

る
国
立
自
然
史
博
物
館
の
整
備
が
日
本
学
術
会
議
等
か
ら
提
言

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
実
現
に
至
っ
て
い
な
い
。

（
課
題
）
県
⺠
へ
取
組
の
普
及
を
図
り
、
自
然
環
境
の
保
全
や

生
物
資
源
活
用
等
の
研
究
、
教
育
、
啓
発
等
を
展
開
す
る
拠
点

及
び
沖
縄
を
訪
れ
る
観
光
客
を
引
き
つ
け
る
魅
力
的
な
施
設
と

し
て
国
立
自
然
史
博
物
館
の
誘
致
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

第
３
章
 
33
0⾴

中
村
委
員

8
環
境
保
全

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策

に
つ
い
て

（
問
題
）
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
周
辺
環
境
や
生
態
系
へ

悪
影
響
を
与
え
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

（
課
題
）
海
域
に
お
け
る
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
量
の
調
査

や
対
策
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

第
３
章
 
34
4⾴

藤
田
委
員
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別
紙
　
２

 
②

 新
 た

 に
 生

 じ
 た

 課
 題

No
分
 
 
野

課
 
 
題
 
 
の
 
 
内
 
 
容

課
 
題
 
設
 
定
 
の
 
考
 
え
 
方

総
点
検
報
告
書
（
素
案
）

の
関
連
箇
所

備
 
 
考

9
環
境
保
全

PF
OS
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い

て

（
問
題
）
PF
OS
問
題
に
つ
い
て
、
県
⺠
の
間
で
は
情
報
が
乏

し
く
不
安
が
増
大
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

（
課
題
）
県
⺠
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、
調
査
を
継
続
し
、

そ
の
結
果
や
PF
OS
の
性
状
等
に
つ
い
て
情
報
発
信
を
行
う
必

要
が
あ
る
。

第
３
章
 
41
8⾴

第
４
章
 
66
7⾴

高
平
委
員
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自由意見の一覧（環境部会）

【全分野】

次期振興計画の策定にあたっては、自由意見として各部１

会から報告された意見についても十分に検討する必要があ

る。

【環境保全】

海洋保護区の設置数」について、漁業者が自主的に設１ 「

定した保護区も県の実績として挙げてよいのか疑問があ

る。また、設置数が指標となっているためそのままでよい

かもしれないが、実際には、数よりも例えば面積であった

り、どのような生態系を含んでいるかなど、そのつながり

方が重要といわれているため、今後の指標とする場合に

は、設置数で良いか検討する必要がある。

沖縄の絶滅種数」について、環境の状況を計る指標と２ 「

して絶滅危惧種数の採用を検討する必要がある。

３ 「環境保全利用協定の認定数」について、認定数を増や

すことだけを成果指標としているのは問題がある。環境保

全利用協定の対象となる地域における利用実態（利用者数

／どういった人たち・グループの利用なのか等）が的確に

把握され、それを反映していない。また、ある保全利用協

定を締結した地域では、事業者による利用者数よりも、一

般での利用者数（例えば、事業者を介さないグループ、子

ども会や老人会、教育委員会主催の自然観察会等）が大多

数であることが散見されている。さらに、1事業者（単独事

業者）のみで協定を運用している協定地は、”協定”と名

乗れるか疑問である。独占しているとの声も聞かれ、利用

実態を正確に把握すべきである。これらの事を踏まえて検

討する必要がある。

別紙３
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別紙３

４ 「環境教育に関する成果指標」である「環境啓発活動の

参加延べ人数」については、単純に人数だけで成果を計る

事は、活動内容についての評価が不十分という問題があ

る。活動内容の質を評価する手法を検討し、より効率的、

効果的に環境教育の取組を推進するための成果指標とする

必要がある。なお、環境啓発活動の現場において直ぐに出

来る活動内容の評価手法の一例として、参加者へのアンケ

ートを利用した活動に対する詳細な評価があるのではない

か。例えば、参加回数／内容に対する評価（地域特性に合

ったものか／最新のテーマ／レベルなど）／満足度等を把

握し、現在提供している活動の見直し、検討に繋げること

が可能では。一定の時間をかけることが出来るのであれ

ば、モデル（パイロット）ケースを設定し、活動前後の個

人の行動変容などを定性的に調査する方法も考えられる。

５ 子どもたちへの環境教育を行うにあたってエコクラブの

活動は重要だと考えているため、「環境教育に関する成果

指標」にエコクラブの推移を採用してはどうか。

６ 「廃棄物の再生利用率」について、市町村において一般

廃棄物として排出していたものを産業廃棄物に切り替えた

ために率が変わる場合があるため、次回の成果指標を設定

する際は、この点も考慮する必要がある。

７ 「全県一斉清掃参加人数」の目標値について、県民のどの

程度の割合まで環境意識を高めれば、県民全体へ波及する

のかという点を踏まえて検討する必要がある。

８ 「全県一斉清掃参加人数」の目標値について、ごみ拾い

ボランティア活動に参加することで、行動変容を促すこと

に繋がると考えられるため、次期振計の策定において成果
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指標を設定する際は、環境教育的な意味合いでの成果であ

ることも理由であることをきちんと県民にもわかりやすく

説明する必要がある。

９ 海岸漂着物に関して、新たな成果指標と目標値を設置す

る必要がある。例えば、ビーチクリーンに参加した事業者

数や小中学校の数など。

別紙３
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